
取　扱　説　明　書

製品コード K49678
型　　 式 TCR3122

部品ご注文の際は、 ネームプレートをお確かめの上、
部品供給型式を必ずご連絡下さい。

“必読”機械の使用前には必ず読んでください。

カッティングロールベーラ



 ■仕 様 ＊仕様は予告なく変更する場合があります。

型　式

梱包サイズ
（直径ｘ幅）

cm
機体寸法 cm

重量
kg

バイン
ディング
装置

作業幅
cm

性　　能 タイヤサイズ
（直径ｘ幅）

mm
ヒッチ

適応
トラクター
kW（PS）

径 全長 全幅 全高
作業速度

km/ 時
毎時能力

べ－ル数 /時

TCR3122
120
×

122
425 250 245

（215） 2900 ネット 200 4～10 30～45 400/60-15.5 2Pヒッチ
44～88

（60～120）

 ※ 機体寸法の（　）は移動時寸法です。

 ※  梱包サイズは、梱包する作物の種類及び水分等により異なる場合があります。

 ※  作業速度は収量によって調整が必要となる場合があります。

 ■ 小型特殊自動車としての取り扱い

 公道走行規制緩和に伴い、農耕作業用トレーラは道路運送車両法上の小型・大型特殊自動車に分類さ

れます。当該作業機は、小型特殊自動車に分類され、小型特殊自動車は“公道走行の有無にかかわらず”

軽自動車税を納付し、課税標識（ナンバープレート）の交付を受け、市町村条例に従い取り付けるなど

の対応が必要となります。

 手続きや取り付け位置などの詳細は、最寄りの販売店や市町村役所にご相談ください。

 また、規制緩和に関する詳細は、日農工の農耕作業用トレーラのガイドブックをご参照ください。

 ※ 農耕作業用トレーラとは

 農耕トラクタのみによりけん引され、農地における肥料・薬剤等散布、耕うん、収穫等の農耕作業や農

業機械等の運搬作業を行うために必要な構造を有する被けん引自動車が対象となります。

 ■ 運転免許について

 トラクタで、農耕作業用トレーラをけん引し公道を走行する場合は、以下の運転免許を取得している必

要があります。

制限 農耕トラクタの寸法が全長４．７ｍ以下、全幅１.７ｍ以

下、全高２.０ｍ以下（安全キャブや安全フレームの高

さ２.８ｍ以下）、かつ最高速度１５ｋｍ /ｈ以下の場合

左記の寸法又は運行速度１５ｋｍ / ｈをひ

とつでも上回る場合

必要な運転免許証 小型特殊免許（普通免許等、原付免許以外） ・大型特殊免許（農耕用に限る、も含む）

・けん引免許（農耕用に限る、も含む）

（※車両総重量７５０ｋｇを超える農耕作

業用トレーラをけん引する場合）

 ■ 車台番号について

 当該作業機には、製造番号と並列して機械の同一性を管理する車台番号が打刻されています。車台番

号は、納税の際に必要となる場合があります。打刻位置と打刻形式は以下を参照ください。

型式 車台番号

ＴＣＲ３１２２ ＴＣＲ３１２２‐※※※※※※
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 安全に作業するために

Ᏻ全に㛵する㆙告について

༳௜ࡁの㆙告࣐ークはᏳ全ୖ、特に重要な㡯┠ࢆ♧しています。
㆙告ࢆᏲり、Ᏻ全な作業ࢆ⾜ってくࡉࡔい。

 ༴ 㝤 とにࡇ࠺㈇ࢆは重യࡓ場合、Ṛஸまࡓっ࠿なࢃの㆙告ᩥにᚑࡑ
なるࡶのࢆ♧します。

 ㆙ 告 ༴㝤性࠺㈇ࢆは重യࡓ場合、Ṛஸまࡓっ࠿なࢃの㆙告ᩥにᚑࡑ
があるࡶのࢆ♧します。

 ὀ ព のࡶがあるࢀࡑ࠾࠺㈇ࢆ࢞ࢣ、場合ࡓっ࠿なࢃの㆙告ᩥにᚑࡑ
。します♧ࢆ

㆙告ラ࣋ルの㈞り௜ࡅ఩置
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－ ラ࣋ルがᦆയしࡓとࡁは －
㆙告ラ࣋ルは、౑⏝⪅࠾よび࿘ᅖの作業⪅な࡬࡝༴㝤ࡏࡽ▱ࢆる኱ษなࡶのです。

ラ࣋ルがᦆയしࡓとࡁは、す࠿ࡸࡳに㈞り᭰࠼てくࡉࡔい。

ὀᩥの㝿には、ࡇのᅗに♧す　㒊ရ番号　ࡏࡽ▱࠾ࢆくࡉࡔい。
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Ᏻ全᧯作ୖのὀពⅬ

ないと、ṚஸࡽᏲࢆているὀព஦㡯ࢀࡉにグ㍕ࡇࡇ

。がありますࢀるᜍࡌ⏕ࢆയᐖࡴྵࢆ

作業๓には、作業機࠾よびトラクタの取扱ㄝ᫂᭩ࢆ

よく࠾ㄞࡳになり、༑分に⌮ゎしてࡈࡽ࠿౑⏝くࡔ

。いࡉ

作　業　๓　に

取扱ㄝ᫂᭩は〇ရに㏆᥋してಖᏑࢆ

 ὀព
●�機械の取りᢅいで分からない஦があࡗたと

き、取ᢅㄝ᫂᭩を製ရに㏆᥋してಖᏑしてい

ないため、自分のุ᩿だけで対ฎするとᛮわ

。ガをする஦がありますࢣ、しࡇ஦ᨾを㉳ࡠ

� 取ᢅㄝ᫂᭩は分からない஦があࡗたときにす

るよう、製ရに㏆᥋してಖᏑしࡏに取りฟࡄ

てください。

取扱ㄝ᫂᭩ࢆよくㄞࢇで作業ࢆ

 ὀព
●�取ᢅㄝ᫂᭩に記㍕されている安全上のὀព

஦㡯や取ᢅ要㡿の୙༑分な理ゎのまま作業

すると、ᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす஦があります。

� 作業をጞめるときは、製ရに㈞付している㆙

࿌ラࣝ࣋、取ᢅㄝ᫂᭩に記㍕されている安全

上のὀព஦㡯、取ᢅ要㡿を༑分に理ゎして

から行ࡗてください。

いࡉࡔは運転しないでくࡁなとࢇࡇ

 ㆙告
●�యㄪがᝏいとき、機械᧯作に୙័れな場合な

どに運転すると、ᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす஦があ

ります。

� ḟの場合は、運転しないでください。

⏤の௚の理ࡑ、�㐣ປ、⑓Ẽ、薬≀のᙳ㡪ڧ

により作業に㞟୰できないとき。

。�㓇を㣧んだときڧ

。�機械᧯作がᮍ⇍なேڧ

。�ዷፎしているときڧ

᭹装は作業に適しています࠿

 ㆙告
●�作業に㐺さない᭹⿦で機械を᧯作すると、⾰

᭹の一㒊が機械にᕳき㎸まれ、Ṛஸを含むയ

ᐖをまࡡく஦があります。

� ḟに♧す᭹⿦で作業してください。

。つきのないものを╔用するࡪや〈は、だ⿇�ڧ

╔つきのないものをࡪンや上╔は、だ࣎ࢬ�ڧ

用する。

。ットを╔用する࣓ࣝ࣊�ڧ

などはࣝ࢜タ⭜、ࣝ࢜まき、㤳ᕳきタࡕ�はڧ

しない。

機Ეࢆ௚ேに㈚すとࡁは

 ㆙告
● 機械を௚ேに㈚すとき、取ᢅㄝ᫂᭩に記㍕さ

れている安全上のὀព஦㡯や取ᢅ要㡿が分か

らないため、ᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす஦があります。

 取ᢅい᪉法をよくㄝ᫂し、取ᢅㄝ᫂᭩をΏして

౑用๓にはよくㄞむようにᣦᑟしてください。

機Ეのᨵ㐀⚗Ṇ

 ὀព
●�機械のᨵ造や、当♫ᣦᐃ以外の࢔タッ࣓ࢳン

ト・㒊ရなどを取り付けて運転すると、機械

の◚ᦆやയᐖ஦ᨾをまࡡく஦があります。

� 機械のᨵ造はしないでください。

� ントは、当♫ᣦᐃ製ရを౑用して࣓ࢳタッ࢔

ください。

� 㒊ရ交᥮するときは、当♫がᣦᐃするものを

౑用してください。

ጞ業Ⅼ᳨のບ⾜

 ㆙告
●�機械を౑用するときは、取ᢅㄝ᫂᭩にᇶ࡙き

ጞ業Ⅼ᳨を行い、␗ᖖ⟠所は必ずᩚഛを行ࡗ

てください。

� すだけࡇᏲらないと、機械の◚ᦆを引き㉳ࠉ

でなく、機械にᕳき㎸まれる等のᛮわࡠ஦ᨾ

により、Ṛஸまたは重യを㈇う༴㝤性やわら

や∾ⲡなどのᕳきつきや㒊ရの◚ᦆによりⓎ

⇕し、ⅆ⅏がⓎ⏕する༴㝤性があります。

はࡁンጞ動࣭Ⓨ㐍するとࢪン࢚

 ㆙告
ࢫンをጞ動するとき、トラクタのᶓやࢪン࢚�●

の対࡬たまま行うと、⥭ᛴ஦ែࡗ❧ップにࢸ

ฎができず、運転⪅はもࢁࡕん࿘ᅖにいるே

がࢣガをする஦があります。

� 運転ᖍにᗙり、࿘ᅖの安全を☜ㄆしてから行ࡗ

てください。
㹌ࠖࠕンをጞ動するとき、୺ኚ速レバーをࢪン࢚�●

（୰❧）にして行わないと、ኚ速機が᥋続≧ែ

になࡗているため、トラクタがᭀ走しᛮわࡠ஦

ᨾを㉳ࡇす஦があります。

� ୺ኚ速レバーをࠕ㹌 （ࠖ୰❧）にして行ࡗて

ください。
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●�ᛴⓎ㐍するとトラクタ๓㍯がᾋき上がる஦が

あり、運転⪅が᣺りⴠとされたり、࿘ᅖのே

をᕳき㎸んだり、ᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす஦があ

ります。

� ࿘ᅖの安全を☜ㄆし、ࡗࡺくりとⓎ㐍してく

ださい。
●�ᐊෆでጞ動するとき、᤼Ẽガࢫにより୰ẘに

なる஦があります。

� ❆、ᡞなどを㛤け、༑分に᥮Ẽしてください。
●�㹎㹒㹍をษらないで࢚ンࢪンをጞ動すると、

ᛴに作業機が㥑動され、࿘ᅖにいるேがࢣガ

をする஦があります。

� 㹎㹒㹍をษࡗてからጞ動してください。

作業機ࢆ╔⬺するとࡁは

 ㆙告
●�作業機を╔⬺するためにトラクタを⛣動さࡏ

るとき、トラクタと作業機の㛫にேがいると、

ᣳまれてࢣガをする஦があります。

 トラクタと作業機の㛫にேを㏆࡙けないでください。

 ὀព
●�作業機をトラクタに╔⬺するとき、ഴᩳ地やพ

ฝ地または㌾ᙅ地などで行うと、トラクタが୙

ពに動きฟし、ᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす஦がありま

す。ᖹᆠで地┙のかたい所で行ࡗてください。
●�作業機をトラクタからษり㞳すとき、㍯Ṇめを

஦ᨾࡠずに行うと、作業機がᭀ走してᛮわࡏ

を㉳ࡇす஦があります。

� ษり㞳すときは、ࢫタンドを᥋地さࡏ、作業機

の車㍯に㍯Ṇめをしてください。
●�ࣟ ࣡ーࣜンクを上ࡆすࡂると࣡ࣃーࣙࢪイント

と㸰㹎フレームが᥋ゐし、◚ᦆするᜍれがあり

ます。

� ࣟ࣡ーࣜンクの上限規制を行ࡗて࣡ࣃーࣙࢪイ

ントと㸰㹎フレームが᥋ゐしないように�してく

ださい。
●�㐃⤖するトラクタによࡗては、๓㍯Ⲵ重が軽く

なり、᧯⦪が୙安ᐃとなࡗて、ᛮわࡠ஦ᨾをま

。く஦がありますࡡ

�トラクタ࡬フࣟント࢚࢘イトを取り付け、バラ

ンࢫを取ࡗてください。

はࡁ౑⏝するとࢆイントࣙࢪー࣡ࣃ

 ༴㝤
イントを౑用するࣙࢪー࣡ࣃバーのない࢝�●

と、ᕳき㎸まれてࢣガをする஦があります。

� イントは、౑用しなࣙࢪー࣡ࣃバーのない࢝

いでください。
バーが◚ᦆしたまま౑用すると、ᕳき㎸ま࢝�●

れてࢣガをする஦があります。

� ᦆയしたらすࡄに取り᭰えてください。

� ౑用๓には、ᦆയがないかⅬ᳨してください。
●�トラクタおよࡧ作業機に╔⬺するとき、➨୕

⪅の୙ὀពにより、୙ពに࣡ࣃーࣙࢪイント

が回転し、ࢣガをする஦があります。

� 㹎㹒㹍をษり、トラクタの࢚ンࢪンをとめて、

行ࡗてください。
ーンを取り付けないで౑用する࢙ࢳバーの࢝�●

と、࢝バーが回転し、ᕳき㎸まれてࢣガをす

る஦があります。

�トラクタഃと作業機ഃの࢙ࢳーンを回転しな

い所に㐃⤖してください。

 ὀព
●�最ఙ᫬の重なりが���PPを下回ると、ࣙࢪイ

ントを回転さࡏたとき、◚ᦆしࢣガをする஦

があります。

� 最⦰᫬の㝽㛫が ��PP よりも小さくなると、

ࣙࢪ、が㉳きる஦がありࡆイントの✺き上ࣙࢪ

イントの◚ᦆをまࡡき、ࢣガをする஦があり

ます。㐺ṇな重なり量で౑用してください。
トࢫイࢶ、イントを᥋続したときࣙࢪー࣡ࣃ�●

ࣟックが㍈の⁁に納まࡗていないと、౑用୰

に外れ、ࢣガをする஦があります。

� ⁁に納まࡗているか、᥋続㒊をᢲし引きして

☜かめてください。
イントを᥋続したとき、クランプࣙࢪー࣡ࣃ�●

ていないと、౑用୰にࡗンが㍈の⁁に納まࣆ

外れ、ࢣガをする஦があります。

� ⁁に納まࡗているか、᥋続㒊をᢲし引きして

☜かめてください。
イントの取り付け᪉ྥが㏫の場ࣙࢪー࣡ࣃ�●

合、ࣙࢪイントが◚ᦆし、ࢣガをする஦があ

ります。
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ᮏ機ࢆトラクタに࣐ッチングしてබ㐨㉮⾜するとࡁ

はୗグの法௧ࢆ㡰Ᏺしてくࡉࡔい。

㐨㊰஺㏻法、㐨㊰車୧運㏦法、㐨㊰法。

の௚詳細は一⯡♫ᅋ法ே日ᮏ農業機械工業఍Ⓨࡑ

行の公道走行ガイドブックをご☜ㄆください。

� ※一⯡♫ᅋ法ே日ᮏ農業機械工業఍

� hࠉ t t p : //w w w .j f mma .o r .j p /ko u d o .h t ml

බ㐨㉮⾜するとࡁは

 ༴㝤
●�公道走行するときは公道走行関㐃法௧をᏲ

り、࿘ᅖの安全☜ㄆを必ず行ࡗてください。

� また、トラクタおよࡧ作業機の࿘ᅖにேを㏆

࡙けさࡏないでください。

� Ᏺらないと࿘ᅖのேをᕳき㎸み、Ṛஸまたࠉ

は重യを㈇わࡏるࡇとになります。
●�公道走行するときは㹎㹒㹍をධれないでくだ

さい。

� Ᏺらないと࿘ᅖのேをᕳき㎸み、Ṛஸまたࠉ

は重യを㈇わࡏるࡇとになります。
●�公道走行するときは運行速度��੊㸭 K以下

で走行してください。
バーなどの㒊ရのࣟック・ᅛᐃは☜ᐇに࢝�●

行ࡗてください。

� バーなどの㒊ရが࢝Ᏺらないと、走行୰にࠉ

⬺ⴠし、࿘ᅖのேに༴ᐖをຍえるᜍれがあり

ます。

 ㆙告
●�公道走行するときは作業機がトラクタにしࡗ

かりと⿦╔されているࡇとを☜ㄆしてくださ

い。

� Ᏺらないと走行୰に作業機が外れ、࿘ᅖのࠉ

ேに当たり、Ṛஸまたは重യを㈇う༴㝤性が

あります。
●�公道走行᫬は、トラクタと作業機をࢭーフ

。ーンで㐃⤖してください࢙ࢳー࢕ࢸ

� Ᏺらないと、୙ពに㐃⤖⿦置が分㞳したとࠉ

きに重大な஦ᨾとなるྍ⬟性があります。
●�公道走行するときは作業機に工ල、㒊ရなど

を✚㍕した≧ែで走行しないでください。

� Ᏺらないと走行୰に✚㍕≀がⴠ下し、Ṛஸࠉ

または重യを㈇う༴㝤性があります。

●�公道走行する๓にⅉⅆჾ、཯ᑕჾのⅬ᳨・

Ύᤲを行ࡗてください。

� ⅉⅆჾがⅬⅉしない場合には㒊ရを交᥮して

ください。

� また、ኪ㛫走行᫬は作業機のᑿⅉをⅬⅉさࡏ

てください。

� Ᏺらないと、ᚋ続車に㏣✺されるなどᛮわࠉ

஦ᨾにᕳき㎸まれ、Ṛஸまたは重യを㈇うࡠ

༴㝤性があります。
●�公道走行するときは、必ず⛣動形ែにしてく

ださい。
●�トラクタと作業機はࡑれࡒれ走行㌶㊧が␗な

るためὀពして走行してください。

� Ᏺらないと࿘ᅖのேをᕳき㎸むなど、Ṛஸࠉ

または重യを㈇わࡏる༴㝤性があります。

 ὀព
●�作業機の重みによりトラクタの制動㊥㞳がᘏ

。るྍ⬟性がありますࡧ

� ᪩めにブレーキをかけるようごὀពくださ

い。
●�作業機に付╔していた肥料、ᅵなどが道路上

に༴㝤な≧ែでᨺ置されると法௧㐪཯となり

ます。

� 公道走行する๓にΎᤲを行い、付╔≀を㝖

ཤしてください。
●�作業機༢యで公道に㥔車しないでください。
●�ᛴࣁンドࣝとᛴブレーキ、ᛴ⃭なࢩフト・ࢲ

、ࢢインࢫ・ン等の᧯作により、トレーラ࢘

ーࢿࢫ、ト࢘࢔・࢘ャック・ナイフ、プラࢪ

キンࢢなどトレーラ特有の␗ᖖ⌧象がⓎ⏕す

るᜍれがあります。

� 㠀ᖖ᫬以外はᛴ᧯作を㑊け、安全運転を行ࡗ

てください。
●�⁥り᫆い⃿れた路㠃や㞷道などを走行してい

るとき、ᛴ⃭な࢚ンࢪン・ブレーキではࢪャッ

ク・ナイフ⌧象を㉳ࡇすᜍれがあります。

� ᛴ⃭な࢚ンࢪン・ブレーキは㑊けてください。
●�⁥りやすい路㠃でࣜࢫップすると、トレーラ・

、ト࢘࢔・࢘ャック・ナイフ、プラࢪ、ࢢインࢫ

などトレーラ特有の␗ᖖ⌧象がࢢーキンࢿࢫ

Ⓨ⏕するᜍれがあります。

� 従ࡗてᛴ制動、ᛴࣁンドࣝ᧯作は㑊けてくだ

さい。
にධれたまま（ャンバෆࢳ）ーࣝを機యෆ࣋�●

長㊥㞳⛣動しないでください。
。ートを㛤けたまま走行しないでくださいࢤ�●
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移動㉮⾜するとࡁは

 ༴㝤
●�⛣動走行するとき、トラクタのブレーキࢲ࣌

ࣝが左ྑ㐃⤖されていないと、∦ブレーキに

なり、トラクタが左ྑに᣺られᶓ転などが㉳

。く஦がありますࡡ஦ᨾをまࡠり、ᛮわࡇ

� はࣝࢲ࣌場での特殊作業以外は、ブレーキ࡯

左ྑ㐃⤖して౑用してください。
●�␁㉺えや㤿ධれのとき、無理なጼໃで走行す

ると、トラクタが転ಽまたはᶓ転しᛮわࡠ஦

ᨾを㉳ࡇす஦があります。

� 安ᐃしたጼໃで走行してください。

� とがあࡇᏲらないとṚஸまたは重യを㈇うࠉ

ります。

 ㆙告
●�トラクタに運転⪅以外のேを஌ࡏると、トラ

クタから転ⴠしたり、運転᧯作のጉࡆになࡗ

て、⥭ᛴ஦ែ࡬の対ฎができず、同஌⪅はも

ガをࢣ運転⪅自㌟がࡧん、࿘ᅖのேおよࢁࡕ

する஦があります。

�トラクタには、運転⪅以外にேは஌ࡏないで

ください。
●�ᛴ制動・ᛴ᪕回を行うと、運転⪅が᣺りⴠと

されたり、࿘ᅖのேをᕳき㎸んだり、ᛮわࡠ

஦ᨾを㉳ࡇす஦があります。

� ᛴ制動・ᛴ᪕回はしないでください。
●�ᆏ道・พฝ地・ᛴ࢝ーブで速度をฟしすࡂると、

転ಽあるいは転ⴠ஦ᨾを㉳ࡇす஦があります。

ప速走行してください。
●�᪕回するとき、ෆ㍯ᕪにより࿘ᅖのேを作業

機にᕳき㎸み、ࢣガをさࡏる஦があります。

� ࿘ᅖのேや㞀ᐖ≀との㛫に༑分な㛫㝸をಖࡗ

てください。
●�ഃ㠃がഴᩳしていたり、ഃ⁁がある通路で路

⫪を走行すると転ⴠ஦ᨾを㉳ࡇすࡇとがあり

ます。

� 路⫪は走行しないでください。
●�高పᕪの大きいẁᕪを஌り㉺えようとする

と、トラクタが転ಽあるいはᶓ転し、ࢣガを

する஦があります。

� あࡺみᯈを౑用してください。
●�作業機の上にேを஌ࡏると、転ⴠし、ࢣガを

する஦があります。

� また、≀を㍕ࡏて走行すると、ⴠ下し、࿘ᅖ

のேࢣ࡬ガを㈇わࡏる஦があります。

� 作業機の上には、ேや≀などは஌ࡏないでく

ださい。
●�わきぢ運転をすると、࿘ᅖの㞀ᐖ≀の回㑊や、

࿘ᅖのே࡬の༴㝤回㑊などができず、ᛮわࡠ

஦ᨾを㉳ࡇす஦があります。

� ๓᪉や࿘ᅖ࡬༑分にὀពをᡶいながら運転し

てください。

●�手ᨺし運転をすると、ᛮわࡠ᪉ྥ࡬ᭀ走し、

஦ᨾを㉳ࡇす஦があります。

� しࡗかりとࣁンドࣝをᥱࡗて運転してくださ

い。
●�トラクタと作業機はࡑれࡒれ走行㌶㊧が␗な

るためὀពして走行してください。

� Ᏺらないと࿘ᅖのேをᕳき㎸むなど、Ṛஸࠉ

または重യを㈇わࡏる༴㝤性があります。

 ὀព
●�作業機࡬の動ຊをษらないで走行すると、࿘

ᅖのேを回転≀にᕳき㎸み、ࢣガを㈇わࡏる

஦があります。

� ⛣動走行するときは、㹎㹒㹍をษࡗてください。

作　業　୰　は

作業するとࡁは

 ༴㝤
●�運転୰または回転୰、ࣆック࢔ップ・࢜ーガ・

ࣟータに᥋ゐするとᕳき㎸まれ、ࢣガをする

஦があります 㹿

� ࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。

� 。の手౪⤥は、༴㝤です࡬ップ࢔ックࣆ

� やめてください。

� たときは、必ず㹎ࡗップ㒊にⲡがワま࢔ックࣆ

㹒㹍およ࢚ࡧンࢪンをษࡗてから㝖ཤしてくだ

さい。
●�運転୰または回転୰、ࣟーラに᥋ゐするとᕳき

㎸まれ、ࢣガをする஦があります。

� ࣟーラにゐれないでください。

� ࣟーラにⲡがᕳき付いたときは、必ず㹎㹒㹍お

よ࢚ࡧンࢪンをษࡗてから㝖ཤしてください。
ートを㛤けるとき、ᚋ᪉にேがいるとቨなどࢤ�●

の㛫にᣳまれ、ࢣガをする஦があります。

� ࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。

� ᚋ᪉をよく☜ㄆしてから㛤けてください。
ートにࢤるとき、୰にேがいるとࡌートを㛢ࢤ�●

ᣳまれてࢣガをする஦があります。࿘ᅖにே

を㏆࡙けないでください。

� ୰にேがいない஦を☜ㄆしてから㛢ࡌてくださ

い。
●�ഴᩳ地で᤼ฟすると、࣋ーࣝが転がり、ᕳき㎸

まれてࢣガをする஦があります。

� 。てくださいࡗーࣝの᤼ฟは、ᖹᆠな場所で行࣋
●�運転୰又はㄪᩚ୰、ࢿットフレームෆに手を

ධれると、ナイフが動き、ࢣガをするࡇとが

あります。

� ットフレームෆに⤯対に手はධれないでくࢿ

ださい。



- 7  -

 ㆙告
ートࢤートを㛤けてⅬ᳨・ㄪᩚ୰、୙ពにࢤ�●

が㛢まり、ᣳまれてࢣガをする஦があります。

� Ἔᅽࣜࢩンࢲに安全ࢫトッࣃを᥃け、ࢤート

を☜ᐇにࣟックしてください。
●�作業するとき、࿘ᅖにேを㏆࡙けると、機械に

ᕳき㎸まれ、ࢣガをする஦があります。

� ࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。
●�作業機ᣦᐃの㹎㹒㹍回転速度を超えて作業する

と、機械の◚ᦆにより、ࢣガをする஦があります。

� ᣦᐃ回転速度をᏲࡗてください。
●�作業機の上にேを஌ࡏると、転ⴠし、ࢣガをす

る஦があります。

� また、≀を㍕ࡏて作業すると、ⴠ下し、࿘ᅖの

ேࢣ࡬ガをさࡏる஦があります。

� 作業機の上には、ேや≀などは஌ࡏないでくだ

さい。
●�ഴᩳ地で速度をฟしすࡂると、ᭀ走஦ᨾをまࡡ

く஦があります。

� ప速で作業してください。

� 下り作業をするとき、ᆏの㏵୰でኚ速すると、

ᭀ走する原ᅉとなります。

� ᆏの๓でప速にኚ速して、ࡗࡺくりとおりてく

ださい。
●�わきぢ運転をすると、࿘ᅖの㞀ᐖ≀の回㑊や、

࿘ᅖのே࡬の༴㝤回㑊などができず、ᛮわࡠ஦

ᨾを㉳ࡇす஦があります。

� ๓᪉や࿘ᅖ࡬、༑分にὀពをᡶいながら運転し

てください。
●�手ᨺし運転をすると、ᛮわࡠ᪉ྥ࡬ᭀ走し、஦

ᨾを㉳ࡇす஦があります。

� しࡗかりとࣁンドࣝをᥱࡗて運転してください。

 ὀព
バーの㛤ᨺ㒊から手をධれると、回転≀に࢝�●

ᕳき㎸まれ、ࢣガをする஦があります。

� 手をධれないでください。
●�運転୰又は回転୰、࢝バーを㛤けると回転≀

にᕳき㎸まれ、ࢣガをする஦があります。࢝

バーを㛤けないでください。
●�機械のㄪᩚや、付╔≀の㝖ཤなどを行うとき、

㹎㹒㹍ཬ࢚ࡧンࢪンをとめずに作業すると、

➨୕⪅の୙ὀពにより、୙ពに作業機が㥑動

され、ᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす஦があります。

 㹎㹒㹍をษり、࢚ンࢪンをとめ、回転㒊やྍ動

㒊がとまࡗている஦を☜かめて行ࡗてください。
●�原料Ỉ分が ��㸣を㉺えた∾ⲡをᲕໟすると、

∾ⲡのくんⅣ໬あるいは自↛Ⓨⅆする஦があ

ります。

� ༑分஝⇱してからᲕໟしてください。
●�஝ⲡ⯋でⓎ↮をㄆめた場合は、搬ฟ作業を୰

Ṇして┤ࡕにᾘ㜵⨫に通ሗし、ࡑのᣦᑟに

従ࡗてください。

トラクタࡽ࠿㞳ࢀるとࡁは

 ㆙告
●�トラクタから㞳れるとき、ഴᩳ地やพฝ地な

どに㥔車すると、トラクタがᭀ走してᛮわࡠ

஦ᨾを㉳ࡇす஦があります。

� ᖹᆠで安ᐃした場所に㥔車し、トラクタの࢚

ンࢪンをとめ、㥔車ブレーキをかけてᭀ走を

㜵いでください。

はࡁ᤼ฟฎ置するとࢆール࣋

 ༴㝤
●�安全ࢫトッࣃを㛢ࡌないで作業するとࢤート

が㛢ࡌ、Ṛஸまたは重യを㈇うࡇとがありま

す。安全ࢫトッࣃを᥃けてください。
を外すときに௚ࣃトッࢫーࣝ᤼ฟᚋ、安全࣋�●

⪅がࢤート下およࢳࡧャンバ付㏆にいると、

㝆りてきたࢤートにᣳまれṚஸまたは重യを

㈇うྍ⬟性があります。ご┠㌟を含め安全を

☜ㄆしてから安全ࢫトッࣃを外してくださ

い。
ャンバෆから引きฟすときにࣟーࢳーࣝを࣋�●

ラが㥑動していると、ࣟーラにᕳき㎸まれṚ

ஸまたは重യを㈇うࡇとがあります。

� 㹎㹒㹍、࢚ンࢪンをษࡗてください。
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作業が⤊ࢃっࡽࡓ

機体ࢆΎᤲするとࡁは

 ὀព
のナイフまわりのⲡをࢫバイࢹࢢン࢕ࢸッ࢝�●

㝖ཤするとき、ナイフが୙ពに㣕ࡧฟてࢣガ

する஦があります。Ἔᅽࣜࢩンࢲでナイフを

ᢲし上ࡆた≧ែで行ࡗてください。
●�動ຊをษらずに、回転㒊・ྍ動㒊の付╔≀の

㝖ཤ作業などを行うと、機械にᕳき㎸まれて

。ガをする஦がありますࢣ

� 㹎㹒㹍をษり、࢚ンࢪンをとめ、回転㒊やྍ

動㒊がとまࡗている஦を☜かめて行ࡗてくだ

さい。

⤊業Ⅼ᳨のບ⾜

 ὀព
●�作業ᚋのⅬ᳨をᛰると、機械のㄪᩚ୙Ⰻや◚

ᦆなどがᨺ置され、ḟの作業᫬にトラブࣝを

㉳ࡇしたり、ࢣガをする஦があります 㹿

� 作業が⤊わࡗたら、取ᢅㄝ᫂᭩にᇶ࡙きⅬ᳨

を行ࡗてください。
●�ࣟ ࣡ーࣜンクで作業機をᣢࡕ上ࡆてⅬ᳨ㄪᩚ

を行うとき、➨୕⪅の୙ὀពにより、୙ពに

㝆下し、ࢣガをする஦があります。

�トラクタࣟ࣡ーࣜンクのἜᅽ回路をࣟックし

て行ࡗてください。

୙調ฎ置࣭Ⅼ᳨࣭整ഛࢆするとࡁ

 ༴㝤
●�運転୰またはㄪᩚ୰、ࢿットフレームෆに手

をධれると、ナイフが動き、ࢣガをするࡇと

があります。

� ットフレームෆには⤯対に手をධれないでࢿ

ください。
ットᕳ付⿦置をㄪᩚするとき、ࣟーラに᥋ࢿ�●

ゐするとᕳき㎸まれ、ࢣガをする஦がありま

す。

� 㹎㹒㹍およ࢚ࡧンࢪンをษࡗてから行ࡗてく

ださい。
●�機械を౑用する๓に必ず、㥑動㒊࿘㎶のわら

や∾ⲡのくずをきれいに取り㝖きࣜ࢔࣋ンࢢ

の◚ᦆが無いか☜ㄆしてください。

� が㐣⇕しࢢンࣜ࢔࣋Ᏺらないと、◚ᦆしたࠉ

わらや∾ⲡのくずに引ⅆし、ⅆ⅖がⓎ⏕する

༴㝤性があります。
●�機械を౑用する๓に必ず、࢙ࢳーンやࣖࢠな

どの㥑動㒊およྍࡧ動㒊の⤥Ἔ・⤥⬡を行ࡗ

てください。

� Ᏺらないと、㒊ရの᪩ᮇᦶ᧿や◚ᦆを引きࠉ

㉳ࡇし、ⅆ⅖がⓎ⏕する༴㝤性があります。

 ㆙告
ートࢤートを㛤けてⅬ᳨・ㄪᩚ୰、୙ពにࢤ�●

が㛢まり、ᣳまれてࢣガをする஦があります。

� Ἔᅽࣜࢩンࢲに安全ࢫトッࣃを᥃け、さらに

ーࢤ、㛢ࠖഃにษ᭰えてࠕトップバࣝブをࢫ

トを☜ᐇにࣟックしてください。
のナイフまわりのⲡをࢫバイࢹࢢン࢕ࢸッ࢝�●

㝖ཤするとき、ナイフが୙ពに㣕ࡧฟてࢣガ

する஦があります。

� Ἔᅽࣜࢩンࢲでナイフをᢲし上ࡆた≧ែで

行ࡗてください。
●�㓄⥺にᦆയがあると、Ⓨⅆ・Ⓨ↮につながる

おࡑれがあります。ᦆയがある場合は作業を

୰Ṇし、㒊ရ交᥮してください。

 ὀព
●�機械に␗ᖖが⏕ࡌたとき、ࡑのままᨺ置する

と、◚ᦆやࢣガをする஦があります。

� 取ᢅㄝ᫂᭩にᇶ࡙きⅬ᳨・ᩚഛを行ࡗてくだ

さい。
●�ഴᩳ地やพฝ地または㌾ᙅ地などで行うと、

ᮏ機が୙ពに動きฟしてᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす

஦があります。

� ᖹᆠで地┙のかたい所で行ࡗてください。
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●�㹎㹒㹍およ࢚ࡧンࢪンをとめずに作業する

と、➨୕⪅の୙ὀពにより、୙ពにᮏ機が動

きฟしてᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす஦があります。

� 㹎㹒㹍をษり、࢚ンࢪンをとめ、回転㒊やྍ

動㒊がとまࡗている஦を☜かめて行ࡗてくだ

さい。
●�Ἔᅽの⥅手や࣍ーࢫに、ࡺるみやᦆയがある

と、㣕ࡧฟる高ᅽ࢜イࣝあるいは作業機のᛴ

な㝆下で、ࢣガをする஦があります。

� ⿵ಟもしくは㒊ရ交᥮してください。

� ⥅手や࣍ーࢫを外すときは、Ἔᅽ回路ෆのᅽ

ຊを無くしてから行ࡗてください。
●�୙ㄪฎ置・Ⅼ᳨・ᩚഛのために外した࢝バー

類を取り付けずに作業すると、回転㒊やྍ動

㒊にᕳき㎸まれ、ࢣガをする஦があります。

� ඖ通りに取り付けてください。
●�ࣟ ࣡ーࣜンクで作業機をᣢࡕ上ࡆてⅬ᳨ㄪᩚ

を行うとき、➨୕⪅の୙ὀពにより、୙ពに

㝆下し、ࢣガをする஦があります。

�トラクタࣟ࣡ーࣜンクのἜᅽ回路をࣟックし

て行ࡗてください。
●�バッࣜࢸからバッࢥࣜࢸードを外すときは、

㸩ഃから取ۑ㸫ഃから外し、取り付けるときはۑ

り付けてください。

� もし㏫にすると、作業୰工ලがトラクタに᥋

ゐした場合、ⅆⰼが⏕ࡌ、ⅆ⅏஦ᨾの原ᅉに

なります。
をⅬ᳨・ᩚഛするときࢢン࢕ࢹットバインࢿ�●

はࢿットナイフが୙ពに作動しないようにナ

イフ࢔ームඛ➃のラッࢳがࢫトッࣃにかかࡗ

ているか☜ㄆするとともに、ナイフࢫトッࣃ

にࣝࢹタࣆンをධれてナイフษ᩿≧ែになら

ないようにしてください。
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１　トラクタへの装着

㐺ษな⿦╔で安全な作業をしましࡻう。

１　ྛ㒊のྡ⛠とはࡁࡽࡓ

ロワーリンクピン

２Ｐフレーム ゲージホイールタイヤ

ゲート

ネットバインディング装置

タイヤ

ピックアップスタンド

パワージョイント

ステップ
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１.	２Ｐフレーム

	 トラクタとカッティングロールベーラ本体を連

結させるものです。

２Ｐフレーム

２.	ピックアップ

	 ピックアップは、牧草・稲ワラを拾い上げ、チャ

ンバヘ供給します。

３.	クロップカバー

	 クロップカバーは、牧草・稲ワラのロータへの

円滑な供給を補助するものです。

４.	プレスローラ

	 プレスローラは、牧草・稲ワラを押さえてピッ

クアップへの円滑な供給を補助するものです。

５.	スリップクラッチ

	 スリップクラッチは、ピックアップに過負荷が

作用した場合に動力の伝達を遮断し、ピック

アップ部の破損を最小限におさえるものです。

クロップカバー

ピックアップ

プレスローラ
スリップクラッチ

６.	油圧シリンダ・安全ストッパ

	 油圧ンリンダはゲートを開閉するものです。安

全ストッパは点検調整時に使用し、ゲートを閉

じないようにするものです。

７.	ロータ、スクレーパ（ロータ部）

	 ロータは、牧草・稲ワラをカッティングナイフ

に押し当てて切断しながらチャンバへ供給する

ものです。

	 スクレーパは、牧草・稲ワラのチャンバへの円

滑な供給を補助するものです。

８.	ボトムフレーム（床板）

	 大量の作物や異物が入った際に自動で下がり、

負荷を低減する構造を備えています。

	 下がったことはソウサボックスのブザーで知ら

せます。

カッティングナイフ

ロータ

スクレーパ

ボトムフレーム

９.	スクリュー

	 スクリューは、ピックアップで拾い上げられた

牧草・稲ワラのロータ巾より外側の部分を内側

に移動させるものです

10.	スクレーパ（スクリュー部）・シャーボルト

	 スクレーパは、スクリューヘの牧草・稲ワラの

巻付きを防止するものです。

	 シャーボルトは、スクリューに過負荷が作用し

た場合に切断して動力の伝逹を遮断し、スク

リュー部の破損を最小限におさえるものです。
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、バーࣞ、（ࣇイࢼィングࢸッ࢝）ࣇイࢼ .��

（ୗୖࣇイࢼィングࢸッ࢝）ࢲンࣜࢩ 

� ナイフは、∾ⲡ・✄࣡ラをษ᩿すࢢン࢕ࢸッ࢝

るものです。∾ⲡ、✄࣡ラの長さ、Ỉ分等によ

り取付ᯛᩘをኚえて౑用します。

� レバーは、࢝ッ࢕ࢸンࢢナイフの取付け・取外

しに౑用します。

� るࡏナイフを上下さࢢン࢕ࢸッ࢝、はࢲンࣜࢩ

ものです

クタ࢙ࢪールイ࣋ .��

� ーࣝをᚋ᪉に࣋クタは、᤼ฟ᫬に࢙ࢪーࣝイ࣋

。ートの㛤㛢を෇⁥にするものですࢤ、がしࢁࡇ

��. ネットバインディング装置

� ᡂ形が⤊஢した࣋ーࣝにࢿットをᕳ付けるもの

です。ᕳᩘは、㸰ᕳ、㸰�㸳ᕳ、㸱ᕳの୰から

㑅ࡇࡪとができます。

ࢫック࣎サ࢘ࢯ .��

� ෆⶶしているブࢨーでࢿットのバイン࢕ࢹンࢢ

㛤ጞを▱ら࣎、ࡏトムプレートが下がࡗている

。るものですࡏーで▱らࢨとをブࡇ

� また、ࢿットのバイン࢕ࢹンࢢ⿦置のࠕ自動ࠖࠕ手

動ࠖࣔードのษ᭰えを行います。

２　適応トラクタの⠊ᅖ

ᮏ製ရは㐺ษなトラクタとの㐃⤖によりⓗ☜に性⬟

をⓎ᥹できるようにタィされています。

୙㐺ษなトラクタとの㐃⤖によࡗては、ᮏ製ရの⪏

ஂ性にⴭしいᝏᙳ㡪をཬࡰすࡇとがあります。

。の製ရの㐺応トラクタはḟの通りですࡇ

型ࠉࠉ式 㐺応トラクタ

㹒㹁㹐㸱㸯㸰㸰
��㹼 ��ｋ㹕

（��㹼 ���㹎㹑）

ᮏ製ရの㐺応トラクタより小さなトラクタで౑用する

と、㈇Ⲵに対し༑分な࣡ࣃーがฟないࡇとがあります。

３　⤌❧㒊ရ

１. ゎ梱

ᮏ機に௬⤌している㒊ရを࡯どいてください。

２. ⤌❧㒊ရの᫂⣽

Ვໟに同ᲕされているᲕໟ᫂細にᇶ࡙き、必要㒊

ရがࡗࢁࡑているか☜ㄆしてください。

３. ⤌❧要㡿

ྛ㒊ရの⤌❧に必要なࣝ࣎ト・ナット類は、Ვໟ᫂

細の➢号を参照してください。
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４　トラクタ࡬の装╔

１. トラクタとの㐃⤖

 ㆙ 告

●�作業機を㐃⤖さࡏるためにトラクタを⛣動さ

るとき、トラクタと作業機の㛫にேがいるࡏ

と、ᣳまれてࢣガをする஦があります。

�トラクタと作業機の㛫にேを㏆࡙けないでく

ださい。

 ὀ ព

●�作業機をトラクタに㐃⤖するとき、ഴᩳ地や

พฝ地または㌾ᙅ地などで行うと、トラクタ

が୙ពに動きฟし、ᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす஦が

あります。

� ᖹᆠで地┙のかたい所で行ࡗてください。
●�㐃⤖するトラクタによࡗては、๓㍯Ⲵ重が軽

くなり、᧯⦪が୙安ᐃとなࡗて、ᛮわࡠ஦ᨾ

をᣍく஦があります。

�トラクタ࣊フࣟント࢘イ࢚トを取り付け、バ

ランࢫを取ࡗてください。
●�ࣟ ࣡ーࣜンクを上ࡆすࡂると࣡ࣃーࣙࢪイン

トと㸰㹎フレームが᥋ゐし、◚ᦆするᜍれが

あります。

� ࣟ࣡ーࣜンクの上限規制を行ࡗて࣡ࣃーࣙࢪ

イントと㸰㹎フレームが᥋ゐしないようにし

てください。

（㸯）ࣆ�ン・࣋ータࣆンの位置は୰ኸの位置で౑用

してください。࡯かの✰は౑用しないでくださ

い。

ྲྀ௜✰
㻔୰ኸ䛾఩置㻕

ᆅ㠃䛜Ỉᖹ䛻䛺䜛㠃

（㸰）�トラクタの࢚ンࢪンをጞ動して、トラクタのࣟ

࣡ーࣜンクඛ➃㒊と作業機の左ྑのࣟ࣡ーࣜン

クࣆンの位置が合うまでᚋ㐍して、トラクタを

とめてください。

（㸱）�左のࣟ࣡ーࣜンクを㐃⤖し、ᢤけどめにトラク

タに付いているࣜンࣆࢳンをࣟ࣡ーࣜンクにさ

してください。

 ḟに、ྑのࣟ࣡ーࣜンクも同㡰で行ࡗてくださ

い。

（㸲）�左ྑのࣟ࣡ーࣜンクが同ࡌ高さになるように、

トラクタྑഃのࢪ࢔ャࢫトࢫクࣜࣗーでㄪᩚし

てください。

（㸳）�トラクタの࢚ンࢪンをጞ動し、トラクタࣟ࣡ー

ࣜンクを᪼㝆するἜᅽレバーを᧯作して作業

機をᑡし上࢚、ࡆンࢪンをとめてください。

（㸴）�作業機୰ᚰがトラクタ୰ᚰにおおよࡑ一⮴す

る位置に、࢙ࢳック࢙ࢳーンでࢭットし、作業

機のᶓ᣺れをなくしてください。

（㸵）ࢫ�タンドを上࣏ࢧ、ࡆートࣆンとࣜンࣆࢳンで

ᅛᐃしてください。

� ンでᅛᐃしてくだࣆタࣝࢹてࡆップを上ࢸࢫ

さい。

スタンド

ステップ

（㸶）�作業機のጼໃがỈᖹになるように、トラクタࣟ

࣡ーࣜンクをㄪᩚしてください。ࣟ࣡ーࣜンク

ブラࢣットᨭⅬのࣆンの地上高が㸳㸮㸮PPに

なるのが標‽です。

5
0
0
㎜

（㸷）ࢭ�ーフ࢕ࢸー࢙ࢳーンを取り付けます。

� 作業機ഃは㸰㹎フレームに取り付けてくださ

い。

� トラクタഃの㐃⤖㒊は、販売店に相談の上、

取り付けを行ࡗてください。

䝉ーフティー䝏䜵ーン

２Ｐフレーム
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取扱いୖのὀព

� ーンは、作業機の動きに㡰࢙ࢳー࢕ࢸーフࢭ

応でき、௚に引᥃りがないように取り付けて

ください。

� たるみがከいと作業にᨭ㞀をきたす場合があ

ります。

（��）�トラクタのࣁンドࣝをいࡤࡗいにษりࡗࡺくり

๓㐍して、トラクタと作業機が᥋ゐしないࡇと

を☜ㄆしてください。トラクタと作業機の一㒊

が᥋ゐするときは、トラクタのᚋ㍯のトレッド

を⊃くするか、᪕回᫬にࣁンドࣝをษりすࡂ

ないよう༑分ὀពして作業してください。

２. トラクタእ㒊Ἔᅽの取௜

取扱いୖのὀព

●�作業機のἜᅽࣜࢩンࢲを作動さࡏるのには、

༢動㸰⣔⤫・」動㸯⣔⤫が必要です。
●�Ἔᅽ࣍ーࢫは、回転㒊等に᥋ゐしないように

して、᪕回᫬のࡺとりをᣢた࣍、ࡏー࣏ࢧࢫー

トにインࣟࣗࢩックでᅛᐃしてください。
プラをἜᅽ取ཱྀから外したまま⛣動する࢝�●

と、Ἔᅽ㔠ල・࣍ーࢫを◚ᦆするࡇとがあり

ます。⛣動᫬は、࢝プラをἜᅽ取ฟཱྀにᕪし

㎸んでください。

れトラクタのἜᅽ取ཱྀにᕪし㎸んでࡒれࡑプラを࢝

ください。

（㸯）ࢤ�ートの㛤㛢

 ༴ 㝤

ートを㛤けるとき、ᚋ᪉にேがいるとቨなࢤ�●

どの㛫にᣳまれ、࢝ࢤをする஦があります。

࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。

� ᚋ᪉をよく☜ㄆしてから㛤けてください。

ձ�トラクタのἜᅽࢥントࣟーࣝレバーを᧯作

し、ࢤートを㛤けます。

ղࣟࢫ�ーࣜターンバࣝブのࢲイࣖࣝを回して、

イࢲ。ートの㝆下速度をỴめてくださいࢤ

ࣖࣝをྑに回すと㐜く、左に回すと速くな

ります。

（㸰）ࣆ�ック࢔ップの᪼㝆

ձ�トラクタのἜᅽࢥントࣟーࣝレバーを᧯作

し、ࣆック࢔ップの᪼㝆を行います。

ղ�バࣝブのࢲイࣖࣝを回してࣆック࢔ップの

᪼㝆速度をỴめてください。

� イࣖࣝをྑに回すと㐜く、左に回すと速ࢲ

くなります。

（㸱）࢝�ッ࢕ࢸンࢢナイフの᪼㝆

ձ�トラクタのἜᅽࢥントࣟーࣝレバーでナイ

フの᪼㝆を行います。

の取௜ࢫック࣎サ࢘ࢯ .３

取扱いୖのὀព

� ᥋続ࢥードは、トラクタのタイࣖに᥋ゐしな

い⛬度にたるみをᣢたࡏ、వ分なたるみはト

ラクタഃにひもでᅛᐃしてください。

� ౑用しないときは、必ず㟁※ࢫイッࢳを㹍㹄

㹄にしてください。࣎ࢧ࢘ࢯックࢫは㞵にあ

たらないとࢁࡇに置いてください。

（㸯）ࢥ�ード㸹����をトラクタバッࣜࢸに㓄⥺してく

ださい。㯮Ⰽはۑ㸫ഃ、㉥Ⰽはۑ㸩ഃです。

� ᮏ製ရは㹂㹁㸯㸰㹔ᑓ用です。
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 ὀ ព

●�バッࣜࢸからバッࢥࣜࢸードを外すときは

（㸫）ഃから外し、取り付けるときは（㸩）ഃ

から行ࡗてください。

� もし、㏫にすると作業୰工ලがトラクタに᥋

ゐしたときⅆⰼが⏕ࡌ、ⅆ⅏஦ᨾの原ᅉにな

ります。

ձ�バッࣜࢸからバッۑࣜࢸ㸫ࢥードを外してく

ださい。

ղ�バッۑࣜࢸ㸩ࢥードの➃Ꮚ㒊にࢥード㸹����

のۑ㸩ࢥード（㉥Ⰽ）➃Ꮚをඹ⥾めしてくだ

さい。

ճバッۑࣜࢸ㸫ࢥードの➃Ꮚにࢥード㸹����の

ード（㯮Ⰽ）➃Ꮚを⤌み㎸んでからバッࢥ㸫ۑ

に取付けてࣜࢸードの➃Ꮚをバッࢥ㸫ۑࣜࢸ

ください。

մトラクタ᧯作や作業の㑧㨱にならないよう

に、ࢥード㸹����をᅛᐃしてください。

（㸰）࣎ࢧ࢘ࢯ�ックࢫは᧯作しやすい位置で、☢▼

㒊ができるだけᖹらな㠃に᥋するように取付

けてください。

（㸱）ࢥ�ード㸹࣎ࢧ࢘ࢯックࢫにࢥード㸹����を᥋

続してください。

（㸲）࣎ࢧ࢘ࢯ�ックࢫに取付けられているࢥード㸹ࢯ

。を᥋続してくださいࢫック࣎ࢧ࢘

（㸳）࣎ࢧ࢘ࢯ�ックࢫのࠕ㟁※ 自動ࠖࠕタンをᢲしࠖ࣎

㒊がⅬ♧⾲ࡧ手動ࠖのいずれかの㹊㹃㹂およࠕ

ⅉするか☜ㄆしてください。

（㸴）�Ⅼⅉしない場合は以下のⅬを☜ㄆしてくださ

い。

� のษ᩿（㸱㸮㸿）ࢬーࣗࣄード㸹����のࢥ�・

� ・�バッࣜࢸとࢥードのۑ㸩ۑ㸫の᥋続の㛫㐪い

取扱いୖのὀព

� ードࢥを᥋続するࣜࢸとバッࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ

は、ࢫター⣧ṇရのࢥード㸹����を౑用して

ください。トラクタ付ᒓの㟁※ࢥードとは᥋

続しないでください。

４. ネットࣟールの装╔

 ㆙ 告

ットࢿࡧットࣟーࣝを収納するとき、およࢿ�●

を通すとき、回転㒊やྍ動㒊に᥋ゐするとᕳ

き㎸まれ、ࢣガをする஦があります。

� 㹎㹒㹍をษり࢚ンࢪンをṆめてから行ࡗてく

ださい。

取扱いୖのὀព

� ター⣧ṇのḟのものを౑用ࢫットࣟーࣝはࢿ

してください。

㒊ရ番号
㹌㹃㹒㸰㸮㸮㸮 ットࢿ

㹁㹌㹃㹒㸰㸮㸮㸮 ットࢿットンࢥ

� ⣧ṇရ以外を౑用した場合、取付୙ྍ・ษ᩿

୙Ⰻ・ᕳ付Ⓨ⏕等の原ᅉとなり、ᨾ㞀につな

がるྍ⬟性があります。

� のΎᤲをࢢンࢩーࢣットࢿット⿦╔๓にࢿ

行ࡗてください。ࡇ࡯り・⅊・ởれが付╔し

たままࢿットを⿦╔すると、ࡇ࡯り・⅊・ở

れがࢿット回動の᢬ᢠになり、ࢿットの⧞ฟ

し୙Ⰻやࢿットが引きࡂࡕられる等୙ㄪの原

ᅉになります。

（㸯）ࢿ�ット࢝バーを㛤け、ブレーキ࢔ームを㉳ࡇし

ます。

ネット䜹バー

䝤レー䜻アーム

（㸰）ࣝࢹ�タࣆンをᅗ♧の位置にᕪし᭰えます。

デルタピン
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（㸱）ࢿ�ットのᕳき᪉ྥはしたᅗの᪉ྥとし、㸰ᮏの

ࣟーラの下と上を通し、ࢦムࣟーラとフラット

ࣟーラの㛫に᮰ࡡておきます。

䝤レー䜻アーム

フ䝷ットロー䝷

䝂ムロー䝷

ロー䝷䠄ୖ䠅

ロー䝷䠄ୗ䠅

� ブレーキ࢔ームを手๓にᡠして、ࢿットࣟーࣝ

をᢲさえます。ࡇのとき、ࢿットはࣟーラ（上）、

（下）の㛫でたるまࡏておきます。

（㸲）࢔�ームを手で左にᢲし、ࢩャフトを▮༳の᪉

ྥに回転さࡏ、㹊寸法（ࢩャフトの✺㉳㒊とラッ

。を㸲PP�以ෆにします（࣐キࢫのࢳ

 ὀ ព

●�ブレーキ࢔ームの回転༙ᚄෆに手をධれない

でください。୙ពにブレーキ࢔ームがⴠࡕ、

手をᣳまれてࢣガをする஦があります。

取扱いୖのὀព

� やἜが付╔しࢫーࣜࢢムࣟーラにࢦットやࢿ

たときは、きれいにᣔき取ࡗてください。⧞

ฟし୙Ⰻ等のトラブࣝのⓎ⏕につながるྍ⬟

性があります。

５. 㟁装の᥋⥆

取扱いୖのὀព

●�トラクタに㟁⿦ရの⤖⥺をするとき、࢚ンࢪ

ンキーを㹍㹄㹄にしないで行うとࣙࢩートす

る஦があります。

� 。てくださいࡗンキーを㹍㹄㹄にして行ࢪン࢚
●�作業機ഃのࢥードは、作業機の動きに㡰応で

きるవ⿱をᣢたࡏてください。

� また、௚に引ࡗ᥃からないようにたるみを

取ࡗてᅛᐃしてください。

トラクタのⅉⅆಙ号取ฟࢿࢥクタとᮏ機のⅉⅆჾࢥ

。クタを᥋続してくださいࢿ

ᮏ機は日農工標‽規᱁に‽ࡌた㓄⥺およࡧ㸶㹎ࢿࢥ

クタを᥇用しています。

（高㤿ຊトラクタやᾏ外製トラクタの場合、トラク

タഃ外㒊㟁⿦ရ取ฟしཱྀに㹂㹇㹌規᱁㸵㹎ࢿࢥクタ

を᥇用しているࡇとがあります。

を౑用（������）ࢫࢿーࣁン࢝ン࣊ンရのࣙࢩプ࢜

すれࡤ᥋続ྍ⬟ですが、バックಙ号がฟていない

ྍ⬟性があります。）

トラクタഃの動作と上手く㐃動しない場合はࠕ���

。㓄⥺ᅗࠖを☜ㄆのうえ、販売店にご相談くださいࠉ

また、トラクタによࡗては㟁⿦ရを᥋続すると、ࣜ

レーのᐜ量が୙㊊し、Ⅼⅉしないࡇとがあります。

トラクタのࣜレーのᐜ量୙㊊で㟁⿦ရがⅬⅉしない

場合には、トラクタ販売店にご相談ください。

㸴. タイヤの取௜

（㸯）�タイࣖ㸹㸲㸮㸭㸴㸮㸫㸯㸳㸬㸳ࠉ㸯㸲㹎㹐

� タイࣖ㸹㸲㸮㸭㸴㸮㸫㸯㸳㸬㸳ࠉ㸯㸲㹎㹐はᅗの

✰の位置に取り付けてください

㻔እഃ㻕

タイヤྲྀ௜఩置

取扱いୖのὀព

� ෆഃの✰の位置では౑用しないでください。
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╔イントの装ࣙࢪー࣡ࣃ  ５

 ༴ 㝤

イントを౑用するࣙࢪー࣡ࣃバーのない࢝�●

と、ᕳき㎸まれてࢣガをする஦があります。

� イントは、౑用しなࣙࢪー࣡ࣃバーのない࢝

いでください。
バーがᦆയしたまま౑用すると、ᕳき㎸ま࢝�●

れてࢣガをする஦があります。

� ᦆയしたらすࡄに、取り᭰えてください。

� ౑用๓には、ᦆയがないかⅬ᳨してください。
●�トラクタおよࡧ作業機に╔⬺するとき、➨୕

⪅の୙ὀពにより、୙ពに࣡ࣃーࣙࢪイント

が回転し、ࢣガをする஦があります。

� 㹎㹒㹍をษり、トラクタの࢚ンࢪンをとめて

から行ࡗてください。
ーンを取り付けないで౑用する࢙ࢳバーの࢝�●

と、࢝バーが回転し、ᕳき㎸まれてࢣガをす

る஦があります。

�トラクタഃと作業機ഃの࢙ࢳーンを回転しな

い所に㐃⤖してください。

 ὀ ព

●�最ఙ᫬の重なりが���PPを下回ると㺂ࣙࢪイ

ントを回転さࡏたとき、◚ᦆしࢣガをする஦

があります。

� 最⦰᫬の㝽㛫が ��PP よりも小さくなると、

、とがありࡇが㉳きるࡆイントの✺き上ࣙࢪ

ガをする஦がࢣ、きࡡイントの◚ᦆをまࣙࢪ

あります。

� 㐺ṇな重なり量で౑用してください。

１. 長ࡉの☜ㄆ᪉法

（㸯）࣡ࣃ�ーࣙࢪイント༢యで、最⦰長᫬の安全࢝

バー（࢘࢔タ）➃㒊位置を安全࢝バー（インナ）

に࣐ーキンࢢしてください。

（㸰）࣡ࣃ�ーࣙࢪイント（࢘࢔タ）から、࣡ࣃーࣙࢪ

イント（インナ）を引きᢤいてください。

（㸱）�ࣟ ࣡ーࣜンクを᪼㝆さࡏて、㹎㹒㹍㍈と㹎㹇㹁

㍈が最も᥋㏆する位置で、᪼㝆を೵Ṇしてく

ださい。

（㸲）ࢶ�イࢫトࣟック付きࣚークのࢶイࢫトࣟックを

㹎㹇㹁㍈にྥかࡗてྑに回して㹎㹇㹁㍈に㐃⤖

し、ࢶイࢫトࣟックが㏫回転してもとの位置に

ฟるまでᢲし㎸んでください。

� ௚᪉をࣆン付きࣚークのクランプࣆンをᢲし

て、トラクタ㹎㹒㹍㍈に㐃⤖し、クランプࣆン

がもとの位置にฟるまでᢲし㎸んでください。

（㸳）�安全࢝バー同ኈを重ࡡ合わࡏたとき、安全࢝

バー（࢘࢔タ）➃㒊位置と࣐ーキンࢢ位置の

㛫㝸が ��PP 以下の場合は、��PP の㛫㝸をಖ

つようにษ᩿᪉法の手㡰にᇶ࡙きษ᩿してく

ださい。

（㸴）�ࣟ ࣡ーࣜンクを᪼㝆さࡏて、㹎㹒㹍㍈と㹎㹇㹁㍈

が最も㞳れる位置で、᪼㝆を೵Ṇしてください。

（㸵）�安全࢝バー同ኈを重ࡡ合わࡏたとき、ࣃイプ

イプ（インナ）の重なり量がࣃと（タ࢘࢔）

���PP 以下の場合は、販売店に㐃⤡し、長い

。イントと交᥮してくださいࣙࢪー࣡ࣃ

２. ษ᩿᪉法
（㸯） 安全࢝バーの࢘࢔タ・

インナ両᪉を長い分

だけษります。

（㸰）�ษり取ࡗた同ࡌ長さ

をࣃイプのඛ➃から

ィります。

（㸱）ࣃ�イプの࢘࢔タとイン

ナ両᪉を㔠ࢥࣀまたは

。ッターでษ᩿します࢝

� ษ᩿するときは、ࣃイ

プの୰にࢫ࢚࢘をワめ、

。イプෆ㠃にษり⢊が付╔するのを㜵いでくださいࣃ 

（㸲）�ษりཱྀをࣖࣜࢫなどでなめらかに௙上ࡆてから

、をሬ布してࢫーࣜࢢイプをよくΎᤲし、ḟにࣃ

。ますࡏタとインナを⤌み合わ࢘࢔
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３.	安全カバーの脱着方法

（１）	安全カバーの分解手順（アウタ）

①	ドライバーでコー

ンカバー３穴より

リングのツメを押

して、コーンカ

バーを取り外して

ください。

②	安全カバーチュー

ブよりリングを取

り外してくださ

い。

③	パイプより安全カ

バーチューブを

抜き出してくださ

い。

（２）	安全カバーの組立手順（アウタ）

①	リング止溝にグ

リースを塗ってく

ださい。

②	リングを止溝には

め込み、安全カ

バーチューブを

取り付けてくださ

い。

③	リングとコーンカ

バーのグリース

穴を合せながら、

コーンカバーを

取り付けてくださ

い。

④	コーンカバーを

軽くたたき、３つ

のツメがコーンカ

バーに確実には

まっていることを

確認してください。

（３）	安全カバーの分解手順（インナ）

①	固定ネジを取り外

してください。

②	安全カバーを取り

外し位置へ回して

ください。

③	安全カバーを引き

抜いてください。

④	スライドリングを

取り出してくださ

い。

（４）	安全カバーの組立手順（アウタ）

①	ヨークのスライド

リング溝とパイプ

（インナ）にグリー

スを塗ってくださ

い。

②	スライドリングの

つばをパイプ側に

向け、切り口を開

いて溝にはめてく

ださい。

③	その上に安全カ

バーをはめてくだ

さい。

④	カバーをしっかり

止まるまで回して

ください。

⑤	固定ネジを締め付けてださい。
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⤖イントの㐃ࣙࢪー࣡ࣃ .４

（㸯）�作業機㹎㹇㹁㍈に࣡イド࢔ンࣝࢢഃを㐃⤖し

ます。ࢶイࢫトࣟックを作業機㹎㹇㹁㍈ഃにྥ

かࡗてྑに回して㹎㹇㹁㍈に㐃⤖し、ࢶイࢫト

ࣟックが㏫回転してඖの位置にᡠるまでᢲし

㎸んでください。௚᪉をࣆン付ࣚークのクラン

プࣆンをᢲして、トラクタの㹎㹒㹍㍈に㐃⤖し、

クランプࣆンがもとの位置にฟるまでᢲし㎸ん

でください。

 ὀ ព

トࢫイࢶ、イントを᥋続したときࣙࢪー࣡ࣃ�●

ࣟックやクランプࣆンが㍈の⁁に納まࡗてい

ないと、౑用୰に外れ、ࢣガをする஦があり

ます。

� ⁁に納まࡗているか、᥋続㒊をᢲし引きして

☜かめて行ࡗてください。
イントの取り付け᪉ྥが㏫の場ࣙࢪー࣡ࣃ�●

合、ࣙࢪイントが◚ᦆし、ࢣガをするࡇとが

あります。

バーの⤮と取௜᪉ྥは↓㛵ಀ࢝イントのࣙࢪ ※ࠉ

です。

（㸰）�安全࢝バーの࢙ࢳーンをᅛᐃした所に取り付

け、࢝バーの回転を㜵いでください。

� ⿱ーンは㸱Ⅼࣜンクの動きに㡰応できるవ࢙ࢳ

をᣢたࡏ、また௚࡬のひࡗかかりなどがない

ようにవ分なたるみを取ࡗてください。
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２　運転を始める前の点検

機械をㄪᏊよく長ᣢࡕさࡏるため、作業๓に必ず行

いましࡻう。

１  運転๓のⅬ᳨

１. トラクタྛ㒊のⅬ᳨

トラクタの取ᢅㄝ᫂᭩にᇶ࡙き、Ⅼ᳨を行ࡗてください。

２. 㐃⤖㒊のⅬ᳨

（㸯）�ࣟ ࣡ーࣜンクと㸰㹎フレームの㐃⤖㒊Ⅼ᳨

ձ�ࣟ ࣡ーࣜンクࣆンのࣜンࣆࢳンは、ᤄධさ

れているか。

ղ࢙ࢳ�ック࢙ࢳーンはᙇられているか。

ճ�୙ල合がぢつかࡗたときは、ࠕ������トラク

タとの㐃⤖ࠖのㄝ᫂にᇶ࡙き୙ල合をゎᾘ

してください。

（㸰）࣡ࣃ�ーࣙࢪイントのⅬ᳨

ձࣙࢪ�イントのࢶイࢫトࣟックのクランプࣆ

ンが㍈の⁁に納まࡗているか。

ղࣙࢪ�イント࢝バーの࢙ࢳーンの取付にవ分な

たるみはないか。また、㐺度なవ⿱はあるか。

ճࣙࢪ�イント࢝バーにᦆയはないか。ᦆയし

ているときは、速やかに交᥮してください。

մ�୙ල合がぢつかࡗたときは、ࠕ���� ー࣡ࣃ

イントの⿦╔ࠖのㄝ᫂にᇶ࡙き୙ල合ࣙࢪ

をゎᾘしてください。

（㸱）�Ἔᅽ⣔⤫・㟁Ẽ⣔⤫のⅬ᳨

ձ�トラクタἜᅽ外㒊取ฟཱྀ࡬の࢝プラの᥋続

は☜ᐇに行われているか。

ղࢫ�トップバࣝブの㛤㛢レバー位置は、作業

᫬以外はࠕ㛢ࠖになࡗているか。

ճ�Ἔᅽ࣍ーࢫにవ分なたるみはないか。また、

㐺度なవ⿱はあるか。

մ�㓄⥺ࢥードにవ分なたるみはないか。また、

㐺度なవ⿱はあるか。

յ�୙ල合がぢつかࡗたときは、ࠕ�����トラク

タ外㒊Ἔᅽの取付ࠖのㄝ᫂にᇶ࡙き୙ල合

をゎᾘしてください。

３. 〇ရᮏ体のⅬ᳨

（㸯）�ྛ 㒊取付ࣝ࣎トにࡺるみはないか。

（㸰）ࢫ�クࣜࣗーのࢩャーࣝ࣎トはษ᩿されていない

か。

� トがษ᩿していましたら、㒊ရ⾲をࣝ࣎ャーࢩ

参⪃にࢩャーࣝ࣎トを交᥮してください。

（㸱）࢝�ッ࢕ࢸンࢢナイフは、☻⪖・◚ᦆしていないか。

� ୙ල合がぢつかࡗたときは、࢝�������ࠕッ࢕ࢸ

ンࢢナイフの取外しࠖのㄝ᫂にᇶ࡙き取外し

◊☻あるいは㒊ရ交᥮してください。

（㸲）�ࣟ ーラ࢙ࢳーンのᙇりは㐺ṇか。

 ୙ල合がぢつかࡗたときは、ࣟ�����ࠕーラ࢙ࢳー

ンのᙇりㄪᩚ のࠖㄝ᫂にᇶ࡙きㄪᩚしてください。

（㸳）�Ვໟᐦ度᳨ฟࣜンクは、ṇ規の≧ែにㄪᩚさ

れているか。

� ୙ල合がぢつかࡗたときは、ࠕ����� Ვໟᐦ度

᳨ฟࣜンクのㄪᩚࠖのㄝ᫂にᇶ࡙きㄪᩚして

ください。

（㸴）ࣆ�ック࢔ップのࣜࢫップクラッࢳのࢫプࣜンࢢ

はṇ規寸法か。

 ୙ල合がぢつかࡗたときは、ࠕ����� ップクࣜࢫ

ラッࢳのㄪᩚ のࠖㄝ᫂にᇶ࡙きㄪᩚしてください。

（㸵）ࢿ�ットのணഛはあるか。

 ㆙ 告

●�㐺ṇ✵ẼᅽをཝᏲしてください。

 特に✵Ẽのධれ㐣ࡂには༑分ὀពしてください。

� Ᏺらないと、タイࣖが◚⿣し、Ṛஸまたはࠉ

重യを㈇う༴㝤性があります。

（㸶）�作業๓に㸳分⛬度࢝ラ運転をしてください。

� ␗㡢などの␗ᖖがある場合は、ࠕ���� ୙ㄪฎ置

一ぴ⾲ࠖにᇶ࡙き୙ල合をゎᾘしてください。

また、回転をṆめて、࣎ࣖࢠックࢫ、ࣟーラ

にⓎ⇕がないか☜ㄆしࢢンࣜ࢔࣋、ーン࢙ࢳ

てください。

（㸷）�タイン・ࣟータフラッࣗࢩにᦆയがないか。

� ᦆയしているときは、㒊ရ⾲を参⪃に㒊ရを

交᥮してください。

（��）�ྛ 㒊に∾ⲡ・✄࣡ラのワまりやሁ✚はないか。

� ワまりやሁ✚があるときは㝖ཤしてください。

（��）�⤥Ἔ⿦置の࢜イࣝタンクに࢜イࣝが༑分ධࡗ

ているか。

ࠖ⾲Ἔಶ所一ぴ⤥���ࠕ、イࣝが㊊りないときは࢜ 

のㄝ᫂にᇶ࡙き࢜イࣝを⿵඘してください。

（��）�ྛ 㒊の⤥Ἔ・ὀἜ・⤥⬡は༑分か。

� ୙ල合がぢつかࡗたときは、ࠕ��� ⤥Ἔಶ所一

ぴ⾲ࠖのㄝ᫂にᇶ࡙き⤥Ἔしてください。

（��）�タイࣖの✵Ẽᅽは༑分か。

� ୙ල合がぢつかࡗたときは、ࠕ���� Ⅼ᳨ᩚഛ一

ぴ⾲ࠖにᇶ࡙きㄪᩚしてください。

イーࣝナットの⥾付けトࣝクは༑分か㸽࣍�（��）

� �����㹼����NJI͌P�イーࣝナットは���㹼���1͌P࣍

のトࣝクで⥾付けてください。
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４. 重要Ⅼ᳨⟠ᡤ

 ㆙ 告

●�重要Ⅼ᳨⟠所は、ẖ日のጞ業๓に必ずࣝ࣎ト・ナットの緩みのⅬ᳨を行い、緩みのあࡗた⟠所は⾲に

ᇶ࡙きቑし⥾めを行ࡗてください。

� Ⅼ᳨をᛰると、作業᫬にトラブࣝをおࡇしたり、重大な஦ᨾにⓎᒎするྍ⬟性があります。

ᅗと⾲に♧す⟠所は、ẖ日のጞ業๓にࣝ࣎ト緩みのⅬ᳨を行ࡗてください。

C

D
E

A -3

α

B
A

A -1

A -2

㒊　　఩ 重要Ⅼ᳨⟠ᡤ サイズࡌࡡ
ᕤල２㠃幅

[ mm]
⥾⤖数

[ ⟠ᡤ ]
⥾௜ࡅトルク

[ N m࣭] ഛ⪃

A
A -1 ࣟ࣡ーࣜンクࣆン M 24（⣽┠） 36 2 250 ～ 310 ቑし⥾ࡵ

A -2 2P ᨭⅬ࣒ーࣞࣇ M 24（⣽┠） 36 1 － ※ 1
A -3 ࣜンチࣆン － － 2 － ※ 2

B ットࢼイール࣍ M 18（⣽┠） 24 12 300 ～ 330

ቑし⥾ࡵ
C 車㍈ M 16（୪┠） 24 2 90 ～ 125
D

2P ᅛᐃ࣒ーࣞࣇ
M 14（୪┠） 22 4 114 ～ 154

E M 20（୪┠） 30 8 359 ～ 439

※㸯��緩みがあれࡤȘ㒊で㸳㹼㸶NJで動くᵝにቑし⥾めし、ࡑのᚋ࣡ࣜࣆンのධる⁁の位置が合うまで⥾めࡇ

んでください。ࡇのとき、࣡ࣜࣆンは෌౑用ࡏず、᪂ရに交᥮してください。

※㸰��ࣜ ンࣆࢳンがᤄධされているࡇと、ࣜンࣆࢳンに◚ᦆが無いࡇとを☜ㄆしてください。
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ンጞ動でのⅬ᳨ࢪン࢚  ２

１. トラクタἜᅽ⣔⤫の☜ㄆ

トラクタࣟ࣡ーࣜンクを᪼㝆するἜᅽレバーを᧯作

し、ࣟ࣡ーࣜンクを上᪼し、作業機をᣢࡕ上ࡆた≧

ែで、㝆下がなけれࡤ、␗ᖖはありまࡏん。

トラクタἜᅽ⣔⤫などに␗ᖖがあるときは、トラク

タ販売店にご相談ください。

２. 作業機Ἔᅽ⣔⤫のⅬ᳨

（㸯）ࢤ�ート㛤㛢用Ἔᅽ⣔⤫のⅬ᳨

 ༴ 㝤

ートを㛤けるとき、ᚋ᪉にேがいるとቨなࢤ�●

どの㛫にᣳまれ、ࢣガをする஦があります。

� ࿘ᅖにேを㏆付けないでください。

� ᚋ᪉をよく☜ㄆしてから㛤けてください。
ートにࢤるとき、୰にேがいるとࡌートを㛢ࢤ�●

ᣳまれ、ࢣガをする஦があります。

� ࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。

 ㆙ 告

ーࢤートを㛤けてのⅬ᳨・ㄪᩚ୰、୙ពにࢤ�●

トが㛢まり、ᣳまれてࢣガをする஦がありま

す。

� Ἔᅽンࣜンࢲに安全ࢫトッࣃを᥃け、ࢤート

を☜ᐇにࣟックしてください。

 ὀ ព

●�Ἔᅽ⥅手や࣍ーࢫに、ࡺるみやᦆയがあると、

㣕ࡧฟる高ᅽ࢜イࣝあるいは作業機のᛴな㝆

下で、ࢣガをする஦があります。

� ⿵ಟもしくは㒊ရ交᥮してください。

� ⥅手や࣍ーࢫを外すときは、Ἔᅽ回路ෆのᅽ

ຊを無くしてから行ࡗてください。

ձ�トラクタのἜᅽࢥントࣟーࣝレバーを᧯作

して、ࢤートを㏵୰まで㛤けます。トラク

タのἜᅽࢥントࣟーࣝレバーをඖにᡠした

とき、ࢤートの㝆下がなけれࡤ␗ᖖはあり

まࡏん。

ղࢤ�ートの下㝆速度を☜ㄆしてください。速

すࡂるときは、ࣟࢫーࣜターンバࣝブのࢲ

イࣖࣝをྑに回して㐜くしてください。

（㸰）ࣆ�ック࢔ップ᪼㝆用Ἔᅽ⣔⤫のⅬ᳨

ձ�トラクタのἜᅽࢥントࣟーࣝレバーを᧯作

して、ࣆック࢔ップを上᪼さࡏます。

ղ�Ἔᅽࢥントࣟーࣝレバーをඖにᡠしたとき、

ᖖはあり␗ࡤップの㝆下がなけれ࢔ックࣆ

まࡏん。

ճࣆ�ック࢔ップの᪼㝆速度を☜ㄆしてくださ

い。速すࡂるときは、バࣝブのࢲイࣖࣝを

ྑに回して㐜くしてください。

（㸱）࢝�ッ࢕ࢸンࢢナイフの上下用Ἔᅽ⣔⤫のⅬ᳨

ձ�トラクタのἜᅽࢥントࣟーࣝレバーを᧯作

し、࢝ッ࢕ࢸンࢢナイフを上下に動かしま

す。

ղ�ナイフを上᪼さࡏてἜᅽࢥントࣟーࣝレ

バーをඖにᡠしたとき、࢝ッ࢕ࢸンࢢナイ

フの下㝆がなけれࡤ␗ᖖはありまࡏん。

３. ⤥Ἔ装置のⅬ᳨

（㸯）࢜�イࣝタンクの࢜イࣝが‶タンになࡗている

ࣖࢠとを☜ㄆしてください。㊊りないときはࡇ

イࣝ㹔㹅㸰㸰㸮を⿵⤥してください。最大ᐜ࢜

量㸯㸬㸳ε。

取扱いୖのὀព

イࣝタンクのἜ㠃高さはᖖに㸲FP࢜�● 以上に

ಖࡗてください。

（㸰）࣎ࢧ࢘ࢯ�ックࢫの手動⤥Ἔ࣎タンをᢲし、⤥Ἔ

タン࣎ンプは࣏ます。⤥Ἔࡏンプを作動さ࣏

をᢲしている㛫、作動します。

（㸱）�トラクタの࢚ンࢪンをとめ、ྛブラࢩから㐺量

⤥Ἔされている☜ㄆをしてください。

取扱いୖのὀព

●�ࣜ イ࢜イࣝタンクにᣦ♧されている࢜ーブࢨ

ࣝの上限、下限位置はᮏ作業機とは関ಀあり

まࡏん。
●�ྛ ブラࢩからࣟーラ࢙ࢳーン࡬⤥Ἔされない

場合、ࣟーラ࢙ࢳーンの␗㡢や␗ᖖⓎ⇕の原

ᅉになります。

� イࣝを⿵඘し、ブ࢜࡬イࣝタンク࢜ーブࢨࣜ

ンࣃイキのㄪᩚを行ࡗてください。
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３  ⤥Ἔ⟠ᡤ୍ぴ⾲

。イࣝはΎίなものを౑用してください࢜Ἔ・ሬ布する⤥�ۑ

。がฟるまでですࢫーࣜࢢが᤼ฟされ、᪂しいࢫーࣜࢢを⤥⬡する場合、㐺量とはྂいࢫーࣜࢢ�ۑ

䐟

䐠

䐡

䐢

䐣

䐤

䐥

䐦

䐧

䐨

䐩䡚䐬

䐨

４. 作業機のⅉⅆ装置がトラクタとṇしく㐃動する࠿

トラクタのブレーキ、࢕࢘ン࢝ーの᧯作をして作業

機のࢸーࣝランプがṇしく㐃動するか☜ㄆしてくだ

さい。

５. 㟁Ẽ⣔⤫のⅬ᳨

 ㆙ 告

●�㟁Ẽ㓄⥺に᩿⥺や被その◚れがある場合、

₃㟁やࣙࢩートによるⅆ⅏஦ᨾの原ᅉになり

ます。

（㸯）�ྛ 㟁Ẽ㓄⥺のⅬ᳨をし、被そに◚れや、ᣳみ

㎸みによる᩿⥺がないか☜ㄆしてください。
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1R� ⤥�Ἔ�場�所 ⟠所 ₶⁥Ἔの✀類 交᥮・⤥Ἔ ⤥Ἔ量 ഛࠉ��⪃

ձ ࢫック࣎ࣖࢠ �
※㸯�
イ࢜ࣖࢠ 㸹ࣝ㹔㹅㸰㸰㸮

౑用ጞめは
��᫬㛫ࡑのᚋ
ンࢬーࢩ�

��� ε

ղ イントࣙࢪー࣡ࣃ 㸫
※㸰�
㞟୰⤥Ἔ
㸲✀㸹㸰号ࢫーࣜࢢ

౑用ごと 㐺量 ップࣝࢽࢫーࣜࢢ

ճ ࢲンࣜࢩ � ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

մ トࣜップレバー � ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

յ ップクランク࢔ックࣆ � ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

ն イーࣝᨭⅬ࣍ࢪーࢤ � ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

շ イࣝタンク࢜ �
※㸯�
イ࢜ࣖࢠ 㸹ࣝ㹔㹅㸰㸰㸮

౑用ごと⿵඘ 最大��� ε
タンクに⾲♧してあ
る㹋㸿㹖の⥺はᮏ
作業機と関ಀなし

ո
㸰㹎フレーム
・ࣟ࣡ー ンࣜクブラࢣット

3
※㸰�㞟୰⤥Ἔ
㸲✀㸹㸰号ࢫーࣜࢢ

౑用ごと 㐺量 ップࣝࢽࢫーࣜࢢ

չ ブࣁ � ※㸱ࠌࠉࠉ ࠌ ࠌ ࠌ

պ ࣟーラ࢙ࢳーン �
※㸰�㞟୰⤥Ἔ
㸲✀㸹㸰号ࢫーࣜࢢ
ሬ布ࢫーࣜࢢ

ࠌ ࠌ
㞟୰⤥Ἔ⟠所
以外࢜イࣝሬ布
は୙ྍ

ջ ࢢンࢪ࢘ࣁ � ࠌ ࠌ ࠌ ップࣝࢽࢫーࣜࢢ

ռ ラッࢳ � ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

ս ࣃトッࢫ �
※㸰�㞟୰⤥Ἔ
㸲✀㸹㸰号ࢫーࣜࢢ
ሬ布ࢫーࣜࢢ

ࠌ ࠌ ࠌ

վ クランク࢔ームᨭⅬ � イࣝὀἜ࢜ ࠌ ࠌ ࠌ

※㸯�㹇㹂㹃㹋㹇㹒㹑㹓ࢲࠕフࢽーࢫࠉーࣃー࢜ࣖࢠイࣝࠉ㸰㸰㸮ࠖまたは相当ရをお౑いください。

� 車両用࢜ࣖࢠイࣝࠉ㹑㸿㹃㸷㸮ࠉ㸿㹎㹇ࠉ㹅㹊㸫㸳ࠉ౑用ྍ。

※㸰�㹇㹂㹃㹋㹇㹒㹑㹓ࢲࠕフࢽーࢿ࣏࢚ࠉックࢫ㹑㹐ࠉ㹌㹭�㸰ࠖまたは相当ရをお౑いください。

※㸱ࣁ�ブに⤥⬡するときは、ࣁブキャップを外してྂいࣜࢢーࢫの᤼ฟを☜ㄆしてください。

䐩䚷㻌䝝䜴ジング䚷䚷䚷䐪䚷㻌䝷ッ䝏
䐪䚷㻌ストッパ䚷䚷䚷䚷䚷䐬䚷㻌ク䝷ンクアームᨭⅬ

䐨䚷㻌ロー䝷䝏䜵ーン

グリースሬᕸ䠄ᕥྑඹ䠅

13

14 11

12
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３　作業の仕方

１  ᮏ〇ရの౑⏝┠ⓗ

㸯��ᮏ製ရは、࡯場においての∾ⲡ、✄࣡ラ、㯏か

んのᲕໟ作業に㐺しています。

� ௚の用㏵には౑用しないでください。

（㸯）�஝ⲡ∾ⲡのᲕໟは、原料Ỉ分が㸰㸮㸣以

下にప下してから行ࡗてください。

（㸰）�ラップࢧイレーࢪのᲕໟは、原料Ỉ分が

㸳㸮㹼㸴㸮㸣で行います。

㸰��㞵上がり┤ᚋの࡯場、ࡠかるみのある࡯場、‵

Ẽの高い࡯場では、作業を行わないでください。

� 。てくださいࡗ場がⰋく஝いてから作業を行࡯

 ὀ ព

●�原料Ỉ分が㸰㸮㸣を㉺えた∾ⲡをᲕໟする

と、∾ⲡのくんⅣ໬あるいは自↛Ⓨⅆするࡇ

とがあります。

� ༑分஝⇱してからᲕໟしてください。
●�஝ⲡ⯋でⓎ↮をㄆめた場合は、搬ฟ作業を୰

Ṇして┤ࡕにᾘ㜵⨫に通ሗし、ࡑのᣦᑟに

従ࡗてください。

取扱いୖのὀព

●�ኳೃなどのᙳ㡪により、やむをえず஝⇱が୙

༑分な∾ⲡをᲕໟする場合でも、原料Ỉ分が

㸰㸳㸣以下にప下してから行い、さらにḟの

。てくださいࡗとをᏲࡇ

㹟�Ვໟは∾ⲡ⯋の外に௬置し、⇕やỈ分を

Ⓨ散さࡏる。

㹠�௬置は必ずᅵ台をして⦪✚とし、㝆㞵᫬

は被そを行い、ࡑれ以外は取り外す。

㹡�᫬ࠎᲕໟෆ㒊の 度を ᐃし、㸳㸮㹼

㸴㸮Υ以上の 度上᪼がぢられる場合は、

速やかにᲕໟを࡯どき෌஝⇱する。

㹢�収納するときは、Ვໟෆ㒊のⓎ⇕がない

か、または一᫬上᪼した 度が㸱㸮Υ以下

にまで下がࡗたࡇとを☜ㄆしてから行う。
●�஝ⲡ⯋にሁ✚するときは、㸱ẁ以ෆで⦪✚み

してください。
●�Ვໟした∾ⲡは、ᩘⓒ NJの重量があるので、

運搬・ሁ✚・⤥㣫᫬のⲴくずれなどによる஦

ᨾ㜵Ṇにດめてください。
●�収納୰㞵もりなどによࡗて、くんⅣ໬するࡇ

とがあります。

 ஦๓にᒇ᰿などをⅬ᳨し、⿵ಟをしてください。
●�収納୰はࢧイレーࢪ⮯や↔ࡆ⮯のⓎ⏕にὀព

し、␗ᖖにẼ࡙いた場合は速やかにᲕໟを⯋

外に搬ฟしてから 度を ᐃし、ṇᖖなᲕໟ

と、Ⓨ⇕しているᲕໟを分㞳してください。

２  作業のࡵࡓの調整

 ὀ ព

● 㹎㹒㹍およ࢚ࡧンࢪンをとめずに作業する

と、➨୕⪅の୙ὀពにより、୙ពに作業機が

㥑動され、ᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす஦があります。

㹎㹒㹍をษり、࢚ンࢪンをとめ、回転㒊やྍ

動㒊がとまࡗている஦を☜かめてください。

のタインᆅୖ高の調整ࣉッ࢔ックࣆ .１

ップのタイン地上高㸰㸮㹼㸱㸮PPは作業機࢔ックࣆ

をỈᖹにした≧ែで、ࢫトッࣆࣃンの✰と取付位置に

よりㄪᩚします。

（㸯）�トラクタのἜᅽࢥントࣟーࣝレバーを᧯作し

て、ࣆック࢔ップを上᪼さࡏます。

（㸰）ࢫ�トップバࣝブを㛤にしてトラクタの࢚ンࢪン

をṆめます。

（㸱）ࣆ�ンを外し、ࢫトッࣃの✰位置をኚえ、ࢤーࢪ

イーࣝの高さをኚえて、タイン地上高をㄪ࣍

ᩚします。

（㸲）ࢫ�トップバࣝブを㛤き、ࣆック࢔ップを㝆りき

るまで下ࡆタインの地上高を☜ㄆします。

（㸳）�左ྑのࢤー࣍ࢪイーࣝは、タイࣖの地上高が

㸮㹼㸯㸳PPになるように、ࣟックࣆンの✰位置

でㄪᩚしてください。
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２. 梱包ᐦ度の調整

取扱いୖのὀព

●�Ვໟᐦ度を高くすると、所要㹎㹒㹍㤿ຊは大き

くなります。౑用するトラクタや、࡯場条௳・

┠ⓗに合わࡏて、Ვໟᐦ度をㄪᩚしてください。
●�ࣟ ーラ࢙ࢳーンのⓎ⇕が⃭しい場合は、Ვໟ

ᐦ度をపくしてください。

（㸯）࣎ࢧ࢘ࢯ�ックࢫによるㄪᩚ

� Ვໟᐦ度は࣎ࢧ࢘ࢯックࢫの᧯作で、㸯㹼㸳の

㸳ẁ㝵でㄪᩚできます。

作業ྍ

ᕳ௜୰
�㉮⾜⚗Ṇ�

⤖᮰装置作動

ン࢘ࢲ࣒ト࣎

ート㛤ࢤ

ቑ

ῶ

㟁※

ール࣋
ಶ数 タᐃ

梱包ᅽ ࣉン࣏
ᅇ数 ンサࢭ

‶஢
⾲♧
ษ᭰

ษ᭰
ࣔーࢻ

⤥Ἔ
ᡭ動 ᙉไ

⧞ฟ

自動

ᡭ動

⾲♧㒊

䛂ᙉไ⧞ฟ䛃䝪䝍䞁

䛂Ვໟᅽタᐃ䛃
䠨䠡䠠

䛂ቑῶ䛃䝪䝍䞁

䛂⾲♧ษ᭰䛃
䝪䝍䞁

䛂㟁※䛃
䝪䝍䞁

ձ࣎ࢧ࢘ࢯ�ックࢫのࠕ⾲♧ษ᭰ 、タンをᢲしࠖ࣎

Ვໟᅽタᐃの㹊㹃㹂（⥳）がⅬⅉするまで

ษ᭰えます。

ղ࣎ࢧ࢘ࢯ�ックࢫのࠕቑ࣭ῶࠖ࣎タンをᢲし、

⾲♧されているᩘᏐをኚえてタᐃ್をỴめま

す。

� ᩘᏐは㸯㹼㸳の㸳ẁ㝵で、ᩘᏐがቑえるご

とにᐦ度は高く（重量は重く）なります。

� タᐃ್は、࣎ࢧ࢘ࢯックࢫのࠕ㟁※ࠖ࣎タ

ンをᢲして㹍㹄㹄にするとಖᏑされます。

� 必ず、࣎ࢧ࢘ࢯックࢫのࠕ㟁※ࠖ࣎タンを

ᢲし、タᐃ್をಖᏑしてください。

取扱いୖのὀព

� トラクタ付ᒓの㟁※ࢥードで᥋続している場

合、࣎ࢧ࢘ࢯックࢫのࠕ㟁※ࠖをධれたまま

トラクタのキーを㹍㹄㹄にするとタᐃ್がಖ

Ꮡされまࡏん。

� 必ずࢫター⣧ṇのࢥード㸹㸳㸮㸮㸮と᥋続し、

タンで㹍㹄㹄に࣎ࠖ※㟁ࠕのࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ

しタᐃ್をಖᏑしてください。

（㸰）�作業速度をおとすと、Ვໟᐦ度は高くなります。

� 作業≧ἣに合わࡏて、作業速度をㄪᩚしてく

ださい。

３. ⤥Ἔ㢖度の調整

ྛドライブ࢙ࢳーン࡬の⤥Ἔ㢖度（࣋ーࣝఱಶ作

ᡂᚋに一度⤥Ἔするか）を࣎ࢧ࢘ࢯックࢫの᧯作で

ㄪᩚできます。

作業ྍ

ᕳ௜୰
�㉮⾜⚗Ṇ�

⤖᮰装置作動

ン࢘ࢲ࣒ト࣎

ート㛤ࢤ

ቑ

ῶ

㟁※

ール࣋
ಶ数 タᐃ

梱包ᅽ ࣉン࣏
ᅇ数 ンサࢭ

‶஢
⾲♧
ษ᭰

ษ᭰
ࣔーࢻ

⤥Ἔ
ᡭ動 ᙉไ

⧞ฟ

自動

ᡭ動

⾲♧㒊

䛂ᙉไ⧞ฟ䛃䝪䝍䞁

䛂䝫䞁䝥ᅇᩘ䛃
䠨䠡䠠

䛂ቑῶ䛃䝪䝍䞁

䛂⾲♧ษ᭰䛃
䝪䝍䞁

䛂㟁※䛃
䝪䝍䞁

ձ࣎ࢧ࢘ࢯ�ックࢫのࠕ⾲♧ษ᭰ 、タンをᢲしࠖ࣎

ンプ回ᩘの㹊㹃㹂（㉥）がⅬⅉするまで࣏

ษ᭰えてください。

ղ࣎ࢧ࢘ࢯ�ックࢫのࠕቑ࣭ῶࠖ࣎タンをᢲし、

⾲♧されているᩘᏐをኚえてください。

� ⤥Ἔ㢖度は㸯（ẖ回⤥Ἔ）㹼㸯㸮（࣋ーࣝ

㸯㸮ಶ作ᡂᚋに一度）でタᐃྍ⬟です。

� タᐃ್は࣎ࢧ࢘ࢯックࢫのࠕ㟁※ࠖ࣎タン

をᢲして㹍㹄㹄にするとಖᏑされます。

� 必ず、࣎ࢧ࢘ࢯックࢫのࠕ㟁※ࠖ࣎タンを

ᢲし、タᐃ್をಖᏑしてください。

取扱いୖのὀព

� トラクタ付ᒓの㟁※ࢥードで᥋続している場

合、࣎ࢧ࢘ࢯックࢫのࠕ㟁※ࠖをධれたまま

トラクタのキーを㹍㹄㹄にするとタᐃ್がಖ

Ꮡされまࡏん。

� 必ずࢫター⣧ṇのࢥード㸹㸳㸮㸮㸮と᥋続し、

タンで㹍㹄㹄に࣎ࠖ※㟁ࠕのࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ

しタᐃ್をಖᏑしてください。

４. ネットᕳ数の調整

ットᕳᩘは、Ვໟするものやᚋ作業ࢿの࡬ーࣝ࣋

でのࣁンドࣜンࢢの回ᩘによりㄪᩚします。

Ვ ໟ 対 象
ンドࣁ
ࣜンࢢ

クランク࢔ーム
✰位置

ᕳᩘ

ษ᩿࣡ラ

஝⇱࣡ラ

∾ⲡ・長࣡ラ

ከ

ᑡ

上

୰

下

㸱

㸰㸬㸳

㸰

䠏ᕳ

２ᕳ

２㻚䠑ᕳ
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の調整ࣇイࢼィングࢸッ࢝ .５

（㸯）�Ვໟするものによるㄪᩚ

� ᮏ作業機は、ナイフを上下・取外しするࡇと

により、ษ᩿・無ษ᩿・ษ᩿長のㄪᩚをする

。とができますࡇ

取扱いୖのὀព

� ✄࣡ラ・㯏かんの஝⇱が㐍んでいる場合や、

▷いもののᲕໟで、ナイフを全㒊上ࡆたまま

作業すると、ࢳャンバෆで࣋ーࣝが回らなく

なるࡇとがあります。

� ナイフを下ࡆるか、㸯ᯛẖにナイフを外して

作業してください。

（㸰）࢝�ッ࢕ࢸンࢢナイフの取外し

 ༴ 㝤

ートを㛤けるとき、ᚋ᪉にேがいるとቨなࢤ�●

どの㛫にᣳまれ、ࢣガをする஦があります。

࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。

� ᚋ᪉をよく☜ㄆしてから㛤けてください。
ートࢤるとき、୰にேがいるとࡌートを㛢ࢤ�●

にᣳまれ、ࢣガをする஦があります。

� ࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。

� ୰にேがいない஦を☜ㄆしてから㛢ࡌてくだ

さい。

 ㆙ 告

ーࢤートを㛤けてのⅬ᳨・ㄪᩚ୰、୙ពにࢤ�●

トが㛢まり、ᣳまれてࢣガをする஦がありま

す。

� Ἔᅽࣜࢩンࢲに安全ࢫトッࣃを᥃け、᭦にࢫ

トップバࣝブをࠕ㛢ࠖഃにษ᭰えてࢤートを

☜ᐇにࣟックしてください。

ձ�トラクタのἜᅽࢥントࣟーࣝレバーを᧯作

して、ࢤートを㛤けます

� 。㛢ࠖഃにษ᭰えますࠕトップバࣝブをࢫ

ղ�Ἔᅽࣜࢩンࢲに安全ࢫトッࣃを᥃けます。

ճ�トラクタのἜᅽࢥントࣟーࣝレバーをἜᅽ

౪⤥ഃに᧯作し、࢝ッ࢕ࢸンࢢナイフを下

㝆さࡏます。

մࣆ�ンを外し左ഃのレバーをまわして▮༳

。てくださいࡏークを合࣐

レバー

▮༳䝬ーク

ピン

յ࢝�ッ࢕ࢸンࢢナイフを取り外します

ն࢝�ッ࢕ࢸンࢢナイフの取付は、཯対の手㡰

で行ࡗてください

取扱いୖのὀព

� ナイフを取り外して౑用していࢢン࢕ࢸッ࢝

ると、࢝ッ࢕ࢸンࢢナイフの取付⁁にⲡなど

がᣳまる場合があります。

� ナイフを取り付けるときは、取付⁁などにᣳ

まࡗたⲡなどを㝖ཤしてから取り付けてくだ

さい。
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３　作業の要㡿

 ༴ 㝤

●�運転୰または回転୰、ࣆック࢔ップ・࢜ーガ・

ࣟータに᥋ゐするとᕳき㎸まれ、ࢣガをする

஦があります。࿘ᅖにேを㏆࡙けないでくだ

さい。

� 。の手౪⤥は༴㝤です࡬ップ࢔ックࣆ

� たときは、必ずࡗップ㒊にⲡがワま࢔ックࣆ

㹎㹒㹍およ࢚ࡧンࢪンをษࡗてから㝖ཤして

ください。
ートを㛤けるとき、ᚋ᪉にேがいるとቨなࢤ�●

どの㛫にᣳまれ、ࢣガをするࡇとがあります。

࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。⯟法をよ

く☜ㄆしてから㛤けてください。
ートࢤるとき、୰にேがいるとࡌートを㛢ࢤ�●

にᣳまれ、ࢣガをするࡇとがあります。࿘ᅖ

にேを㏆࡙けないでください。

� ୰にேがいないࡇとを☜ㄆしてから㛢ࡌてく

ださい。
●�ഴᩳ地で᤼ฟすると࣋ーࣝが転がり、ᕳき㎸

まれてࢣガをする஦があります。࣋ーࣝの᤼

ฟは、ᖹᆠな場所で行ࡗてください。

 ㆙ 告

●�作業୰、␗㡢や␗ᖖⓎ⇕があࡗた場合、┤ࡕ

に作業を೵Ṇし、୙ㄪの原ᅉをゎᾘしてくだ

さい。
●�作業をするとき、࿘ᅖにேを㏆࡙けると、機

械にᕳき㎸まれ、ࢣガをするࡇとがあります。

࿘ᅖにேを㏆࡙けないでください。
●�作業機ᣦᐃの㹎㹒㹍回転速度を超えて作業す

ると機械の◚ᦆにより、ࢣガをするࡇとがあ

ります。

� ᣦᐃ回転速度をᏲࡗてください。
●�作業機の上にேを஌ࡏると、転ⴠし、ᛮわࡠ

஦ᨾをまࡡく஦があります。

� 作業機の上には、ேや≀などをのࡏないでく

ださい。

●�ഴᩳ地で速度をฟしすࡂると、ᭀ走஦ᨾをま

。く஦がありますࡡ

� ప速で作業してください。

� 下り作業をするとき、ᆏの㏵୰でኚ速すると、

ᭀ走する原ᅉとなります。ᆏの๓でప速にኚ

速して、ࡗࡺくりとおりてください。
●�わきぢ運転をすると、࿘ᅖの㞀ᐖ≀の回㑊、

࿘ᅖのே࡬の༴㝤回㑊などができず、ᛮわࡠ

஦ᨾを㉳ࡇすࡇとがあります。

� ๓᪉や࿘ᅖ࡬、༑分にὀពをᡶいながら運転

してください。
●�手ᨺし運転すると、ᛮわࡠ᪉ྥ࡬ᭀ走し、஦

ᨾを㉳ࡇすࡇとがあります。

� しࡗかりとࣁンドࣝをᥱࡗて運転してくださ

い。

取扱いୖのὀព

●�㹎㹒㹍回転速度は、ᲕໟするもののỈ分・性

㉁に応ࡌてኚえて作業してください。

ᲕໟするもののỈ分・性㉁ 㹎㹒㹍回転ᩘ

標ࠉࠉࠉࠉ‽ ���USP

஝⇱している、▷い、ࣟータࢫ

クレーࣃ㒊にワまる
���㹼 ���USP

Ỉ分がከい、ࣆック࢔ップにワ

まる
���㹼 ���USP

●�Ვໟをᡂ形୰は㹎㹒㹍の回転をṆめないでく

ださい。
●�作業速度は、�㹼 ��NP 㸭 KUです。࡯場条௳

およ࢘ࡧインドࣟーの大きさに合ࡗた速度で

作業してください。
●�㏫回転㹎㹒㹍を౑用する、ࢢランド㹎㹒㹍を

ධれてᚋ㐍するなどの㹎㹒㹍の㏫回転をしな

いでください。

� 作業機が◚ᦆする஦があります。
●�作業๓必ず࣎ࢧ࢘ࢯックࢫのࣔࠕードษ᭰ࠖ

ࡗ手動ࠖの作業ࣔードにධࠕࠖ・自動ࠕタンが࣎

ているࡇとを☜ㄆしてください。
ードษ᭰ࣔࠕのࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ�● 自ࠕタンがࠖ࣎

動 てࡗ手動ࠖの作業ࣔードいずれかにධࠕࠖ・

いない（㟁※がධࡗていない）と、トࣝク࣑ࣜッ

タが作動したり、Ვໟの᏶ᡂをឤ▱する㒊ရ

が◚ᦆするおࡑれがあります。
●�㸰㹎フレームがࢫトッࣃに当たࡗたままᚋ㐍

を行うと、作業機に㐣㈇Ⲵが᥃かり、作業機

が◚ᦆするおࡑれがあります。

� た場合は、一度๓㐍し、యࡗに当たࣃトッࢫ

ໃを┤してからᚋ㏥してください。
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ーの作り᪉ࣟࢻイン࢘ .１

ᮏ作業機を⬟⋡よく౑用するために、࢘インドࣟー

はᆒ一でᕵ㸯㸮㸮㹼㸯㸲㸮FP・高さ㸱㸮㹼㸳㸮FPと

なるように作ࡗてください。

又、作業機が࡯場ෆをࢫムーࢬに作業できるよう

な作業ຠ⋡のよい࢘インドࣟーの作り᪉を工ኵしま

しࡻう。

取扱いୖのὀព

� 大きな࢘インドࣟーで作業速度が速いとᲕໟ

ᐦ度はపくなります。

� また、つまりやࢩャーࣝ࣎トのษ᩿やࡑの௚

のトラブࣝの原ᅉとなる場合がありますの

で、⬟⋡よく作業するためにも㐺ṇな࢘イン

ドࣟーの大きさをおዡめします。

ⲡࠉࠉ∾ ✄（㯏）の長࣡ラ ✄（㯏）のษ᩿࣡ラ

てࡗインドࣟーを作࢘�● 

ください。

ձ�㸱・㸲条สりࢥンバイ

ンの┤ⴠし作業

ղ㸰条สりࢥンバイン・

ドࣟッࣃ作業
てࡗインドࣟーを作࢘�● 

ください。

作ࡆのままでᣠい上ࡑ�● 

業ができますが͐。

㸰条┤ⴠし ドࣟッࣃ作業

るのࡆのままでᣠい上ࡑ

が最㐺です。

よࡤインドࣟーを作れ࢘

り⬟⋡のⰋい作業ができ

ます。

の᧯作᪉法ࢫック࣎サ࢘ࢯ .２

取扱いୖのὀព

●�౑用しないときには、必ず㟁※を“㹍㹄㹄”

にしてください。

� バッࣜࢸ上がりの原ᅉとなります。
、のᤣえ付けが୙᏶全な場合ࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ�●

機యの᣺動などにより⬺ⴠのྍ⬟性がありま

す。

� ☜ᐇにᤣえ付けてください。
●�通ᖖ作業୰に、ྛ࣎タンを同᫬に᧯作しない

でください。
。はỈ⃿れཝ⚗ですࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ�●

タン᧯作࣎は、トラクタのᗙ上からࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ

でᲕໟᅽタᐃ、࣋ーࣝಶᩘのቑῶ（ࣜࢭット）、⾲

♧㒊のษ᭰、作業ࣔードのษ᭰、⤥Ἔ、ࢿットのᙉ

制⧞ฟしが行えます。

また、ブࢨーで࣌࢜レーターに࣋ーࣝᡂ形‶஢と、

作≀や␗≀による࣎トムプレート࢘ࢲン≧ែを▱ら

。ますࡏ
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作業ྍ

ᕳ௜୰
�㉮⾜⚗Ṇ�

⤖᮰装置作動

ン࢘ࢲ࣒ト࣎

ート㛤ࢤ

ቑ

ῶ

㟁※

ール࣋
ಶ数 タᐃ

梱包ᅽ ࣉン࣏
ᅇ数 ンサࢭ

‶஢
⾲♧
ษ᭰

ษ᭰
ࣔーࢻ

⤥Ἔ
ᡭ動 ᙉไ

⧞ฟ

自動

ᡭ動

① ③ ②

④ ⑧

⑤⑥

⑦ ⑨
�ձ�⾲♧㒊

� 㸱᱆までのᩘᏐが⾲♧されます。

タンにより下記ษり᭰えができ࣎ษ᭰ࠖ♧⾲ࠕ 

ます。

ーࣝಶᩘ࣋�・�

� 㸮から㸷㸷㸷まで࢘࢝ントされます。㸷㸷㸷

を超えると、㸮にࣜࢭットされます。

� ᧯ート㛤ࢤットᕳ付けᚋのࢿーࣝಶᩘは࣋

作を行ࡗた際に㸩㸯ຍ⟬されます。

ーࣝಶᩘ㑅ᢥ᫬は長ᢲしすると㐃続でቑ࣋�※

ῶし、ῶを㸳⛊以上ᢲすと㸮にࣜࢭットさ

れます。

�・�Ვໟᅽタᐃ

� Ვໟᅽを㸯㹼㸳の㛫でタᐃできます。

� ࡗによるㄪᩚࠖに従ࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ�����ࠕ

てㄪᩚしてください。

ンプ回ᩘ࣏�・�

� ⤥Ἔ㢖度を㸯㹼㸯㸮の㛫でタᐃできます。

� てㄪᩚしࡗἜ㢖度のㄪᩚࠖに従⤥ࠉ�����ࠕ

てください。

�・�‶஢ࢭンࢧ

� ータとしࢣ࢕ࢹーࣝᅽ⦰≧ἣ☜ㄆのイン࣋

て౑うࡇとがฟ᮶ます。

� また、࣓ンࢸナンࢫの際、ࢭンࢧの≧ែ☜

ㄆのため฼用するࡇとができます。

� ᩘ್は㸮からጞまり、㸯㸮㸮を超えると‶

஢≧ែです。ࡇのとき、‶஢ࢭンࢧ㹊㹃㹂

がⅬ⁛します。作業୰、ࡇの⾲♧にしてお

くと、Ვໟの┠安としてお౑い㡬けます。

�ղࠕ�㟁※ࠖ࣎タン

� 㟁※の㹍㹌㸭㹍㹄㹄に౑用します。

� タンで࣎ࠖ※㟁ࠕのタᐃはࢧンࢭーࣝಶᩘや࣋

。の㟁※をษる際に記㘓されますࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ

�ճࣔࠕ�ーࢻษ᭰ࠖ࣎タンと⌧ᅾの作業ࣔード⾲♧

とで、自動㸫手ࡇタンをᢲす࣎ษ᭰ࠖࢻーࣔࠕ 

動のษ᭰が行えます。

� ⾲♧ෆᐜは㹊㹃㹂のⅬⅉで☜ㄆできます。

�մࠕ�⾲♧ษ᭰ࠖ࣎タンと⌧ᅾの⾲♧

ーࣝಶᩘ࣋、とでࡇタンをᢲす࣎ษ᭰ࠖ♧⾲ࠕ 

㸫Ვໟᅽタᐃ㸫࣏ンプ回ᩘ㸫‶஢ࢭンࢧのษ

᭰が行えます。

� ⾲♧ෆᐜは㹊㹃㹂のⅬⅉで☜ㄆできます。

յ� タᐃ್ࠕቑ࣭ῶࠖ࣎タン

� ⾲♧ษ᭰が࣋ࠕールಶ数 まࠖたはࠕ梱包ᅽタᐃ 、ࠖ

タンによ࣎ቑ࣭ῶࠖࠕ、Ἔタᐃࠖにあるとき⤥ࠕ

り್（タᐃ）をቑῶするࡇとができます。

ーࣝಶᩘ㑅ᢥ᫬は長ᢲしすると㐃続でቑ࣋�※

ῶし、ῶを㸳⛊以上ᢲすと㸮にࣜࢭットさ

れます。

�ն�作業≧ែ⾲♧

� 作業ྍ、ᕳ付け୰の≧ែを⾲♧します。

� ⤖᮰⿦置、ࢤートがṇ規の位置にないとき、作

業ྍ㹊㹃㹂はⅬⅉしまࡏん。

�շ�☜ㄆ㹊㹃㹂

� 。の཯応≧ែによりⅬⅉしますࢧンࢭ

ࢧンࢭ）ットษ᩿≧ែࢿ、᮰装置作動ࠖは⤖ࠕ 

㹍㹄㹄）でⅬⅉします。

てࡗトムプレートが下が࣎ンࠖは࢘ࢲ࣒ト࣎ࠕ 

いる（࣎トム࢘ࢲン≧ែ）ときにⅬⅉします。

ートが㛤いているときにⅬⅉࢤート㛤ࠖはࢤࠕ 

します。

�ոࠕ�ᡭ動⤥Ἔࠖ࣎タン

� ᢲしている㛫⤥Ἔを行います。

� ᮏ機⬟は㹁㸿㹌ࢥントࣟーラの⥳࣎タン（左ഃ）

でも同ᵝに᧯作できます。

�չࠕ�ᙉไ⧞ฟࠖ࣎タン

� 。ットをᙉ制ⓗに⧞ฟしますࢿ

�պ�ブࢨー

� ‶஢ࢭンࢧの್が㸵㸮を超えるとブࢨーが▷

㡢で㸰回㬆ります。（ண㕥機⬟）

� ーࣝᡂ型が᏶஢して‶஢≧ែになるとブ࣋

。で㬆ります（ット⧞ฟまでࢿ）ーが㐃続㡢ࢨ

� 作≀や␗≀により、࣎トムプレートが下がࡗて

いるときは、ブࢨーが㛫Ḟ㡢で㬆ります。

取扱いୖのὀព

� の㟁ࢫック࣎ࢧ࢘ࢯーࣝಶᩘやྛタᐃ್は࣋

※をษるときに記㘓されます。

� 作業⤊஢ᚋ、タᐃኚ᭦ᚋは必ず࣎ࢧ࢘ࢯック

。てくださいࡗの㟁※をษࢫ

ラー୍ぴ࢚るࢀࡉ♧⾲にࢫック࣎サ࢘ࢯ

⾲♧㒊 ラーෆᐜ࢚ 参照࣌ーࢪ

�� バイン࢕ࢹンࢢ作動࢚ラー 3��

�� 㹁㸿㹌ࢥントࣟーラとの通ಙ୙Ⰻ 3��

��㹼�� のタᐃ್の୙Ⰻࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ 3��
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３. 作業のὶࢀ

࢔ トラクタ࢚ンࢪンࢆጞ動

イ ᢞධࢆ※の㟁ࢫック࣎サ࢘ࢯ

  ※㸯、㸰、㸱、㸲

࢘ ࣔーࢻ㑅ᢥ

࢚
トラクタἜᅽࢥントࣟールࣞバー

によりࣆック࢔ッࢆࣉୗࡆる

࢜ トラクタ㹎Ｔ㹍ࢆጞ動

࢝ ∾ⲡ࣭✄࣡ラのᣠୖࡆ（㉮⾜ྍ）

予㕥（㛫Ḟ㡢　ࣆッࣆッ）

  ※㸲、㸳

࢟ ール‶஢࣋

作業ྍࠖ㹊㹃㹂ᾘⅉࠕ
ᕳ௜୰　㉮⾜⚗Ṇࠖ㹊㹃㹂Ⅼⅉࠕ

（ーーーࣆ　㐃⥆㡢）ーࢨࣈ

ク ㉮⾜೵Ṇ

�自動ࣔードࠉࠉࠉࠉ  

ࢣ ネット自動⧞ฟ

ࢥ ネットᕳ௜動作

サ
トラクタἜᅽࢥントࣟールࣞバー

によりࢤートࢆ㛤ࡅる

ࢩ ール᤼ฟ࣋

  

ࢫ
トラクタἜᅽࢥントࣟールࣞバー

によりࢤートࢆ㛢ࡌる

ࢭ ㉮⾜ྍ能≧ែ࡬移⾜

ᕳ௜୰　㉮⾜⚗Ṇࠖ㹊㹃㹂ᾘⅉࠕ

作業ྍࠖ㹊㹃㹂Ⅼⅉࠕ

（ὀ）

運転⪅の᧯作が必要な動作

手動ࣔード

ࢣ ᢲすࢆタン࣎ᙉไ⧞ฟࠖࠕ

※㸯�㟁※ᢞධᚋ、通ᖖはࠕ自動ࠖࣔードになります。

ࣔード㑅ᢥはࣔࠕードษ᭰ࠖ࣎タンでษり᭰

えてください。

� ブࢨーがࣆッࣆッࣆッと㬆り、自動ⓗにࠕ手動ࠖ

ࣔードになる場合や自動ࣔードにษ᭰できな

い場合は、機械のึᮇ位置୙Ⰻやバイン࢕ࢹ

ンࢢ⿦置のࢭンࢧ・‶஢ࢭンࢧの᳨▱୙Ⰻ等

が⪃えられます。

� 下記のⅬをご☜ㄆください。

� ・�㟁※ᢞධ᫬、࣎ࢧ࢘ࢯックࢫのࢤࠕート㛤ࠖࠕ⤖

᮰⿦置作動 㹊㹃㹂がᾘえてࠖࢧンࢭ஢‶ࠕࠖ

いるか。

� ・�バイン࢕ࢹンࢢ⿦置がࣜࢭットされているか。

� ・�‶஢ࢭンࢧ（࢝クドࢭンࢧ）の取付ࣝ࣎トの

。るみにより、所ᐃ位置からずれていないかࡺ

� ・�‶஢ࢭンࢧのレバーのࢫプࣜンࢢが外れて

いないか。

� 上記のⅬを☜ㄆする際は、㹎㹒㹍、࢚ンࢪン

を೵Ṇし࿘ᅖの安全を☜かめてから☜ㄆやㄪ

ᩚを行ࡗてください。ࢭンࢧはࠉ������ࠕナ

イフࢭンࢧのㄪᩚ のㄪࢧンࢭ஢‶ࠉ������ࠕࠖ

ᩚࠖを参⪃にㄪᩚしてください。ㄪᩚしても

・のᨾ㞀ࢧンࢭ、自動ࠖࣔードにならない場合ࠕ

㓄⥺の᩿⥺等が⪃えられます。㒊ရ交᥮して

ください。

� ᮏ機⬟は安全࢙ࢳックとࢭン࢙ࢳࢧックを┠ⓗ

にタけられています。やむを得ず作業を続け

られる場合は、ࠕ手動ࠖࣔードで作業してくだ

さい。
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※㸰�㟁※ᢞධ᫬にブࢨーがࣆッࣆッࣆッと�回㬆

り、ࠕ‶஢ࢭンࠖࢧ㹊㹃㹂がⅬ⁛している場合

は、‶஢ࢭンࢧが␗ᖖな≧ែとなࡗています。

ートがᣦᐃのࢤ、の㟁※をษりࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ

位置まで㛢ࡌているかを☜ㄆしてください。

� ートの☜ㄆᚋ、㟁※をᢞධしても⾲♧がኚࢤ

わらない場合は、‶஢ࢭンࢧが␗ᖖとなࡗて

います。ࠉ������ࠕ‶஢ࢭンࢧのㄪᩚࠖを参⪃

にᩚഛ・ㄪᩚを行ࡗてください。

※㸱、㸳࣎�トムプレート㒊に大量の作≀や␗≀がධ

るなどして同㒊が下がると、࣎ࢧ࢘ࢯックࢫの

ブࢨーが㬆ります（㛫Ḟ㡢）ࡑの場合は作業

速度をⴠとすかᣠ上ࡆを೵Ṇし、ブࢨーが㬆

りやむのをᚅࡗてください。また、㢖⦾にブࢨー

が㬆る場合は、走行速度をⴠとし、同㒊࡬作

≀が大量にධらないようにㄪᩚしてください。

� 㟁※ᢞධ᫬に࣎ࠕトム࢘ࢲンࠖ㹊㹃㹂がⅬ⁛し

ている場合は࣎トムプレート㒊のࢭンࢧが␗

ᖖな≧ែとなࡗています。␗ᖖな≧ែでも作

業を行うࡇとがฟ᮶ますが、࣎トムプレート㒊

の㈇Ⲵを᳨▱するࡇとができないため、ᛮわ

ࠉ������ࠕ。トラブࣝをᣍくᜍれがありますࡠ

のㄪᩚࠖを参⪃にㄪᩚࢧンࢭトムプレート࣎

してください。

※㸲�⾲♧㒊に番号ࠕ㸯㸯ࠖがⅬ⁛し、ブࢨーが㬆る

（㛫Ḟ㡢）場合は、バイン࢕ࢹンࢢ作動࢚ラー

を♧しています。トラクタの㹎㹒㹍、࢚ンࢪン、

ࢢン࢕ࢹの㟁※をษり、バインࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ

⿦置をࢭットして作業をጞめてください。

� バイン࢕ࢹンࢢ⿦置をࢭットしても⾲♧がኚ

わらない場合は、バイン࢕ࢹンࢢ⿦置のࢭン

ࢭナイフࠉ������ࠕ。ていますࡗが␗ᖖとなࢧ

ンࢧのㄪᩚࠖを参⪃にᩚഛ・ㄪᩚを行ࡗてく

ださい。

ン࢚。ンをጞ動してくださいࢪン࢚�トラクタの．࢔

ࡇているࡗートがṇしく㛢まࢤンጞ動᫬にはࢪ

と、およࡧナイフがࣜࢭットしているࡇとを☜

ㄆしてください。

イ．ࠕ㟁※ࠖ࣎タンで࣎ࢧ࢘ࢯックࢫの㟁※をᢞධ

してください。

取扱いୖのὀព

ていないとトࣝࡗの㟁※がධࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ�●

ク࣑ࣜッタの作動やࣜ࢔࣋ンࢢの◚ᦆ等のᜍ

れがあります。

自動ࠖにしࠕタンでࣔードを࣎ษ᭰ࠖࢻーࣔࠕ ．࢘

ます。

� ット⧞ฟを自ࢿ自動ࠖࣔードでは、‶஢ᚋのࠕ

動で行い、ࠕ手動ࠖࣔードでは、ࠕᙉ制⧞ฟࠖ

。タンで行います࣎

� 作業はᇶᮏⓗにࠕ自動ࠖࣔードで行ࡗてくだ

さい。㟁※ᢞධ᫬、通ᖖはࠕ自動ࠖࣔードに

なります。

ップのタイン地上高のㄪᩚࠖ࢔ックࣆࠉ�����ࠕ�．࢚

に従ࡗてࣆック࢔ップの高さをㄪᩚしてくださ

い。

。�トラクタの㹎㹒㹍をጞ動してください．࢜

� 㹎㹒㹍回転ᩘはᲕໟ対象の✀類・≧ែにより

␗なります。

作業をጞめてࡆインドࣟーをまたいでᣠ上࢘�．࢝

ください。形≧のⰋい࣋ーࣝを作るために、

∾ⲡ・✄࣡ラがᆒ一にධるように作業します。

� インドࣟーのᕵが⊃いときは、下ᅗの通りに࢘

作業すると形≧のⰋい࣋ーࣝがฟ᮶上がりま

す。

5～��㹫
5～��㹫

� 㹊㹃㹂にしࢧンࢭの⾲♧を‶஢ࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ

ておくࡇとで、࣋ーࣝのᅽ⦰≧ἣを☜ㄆでき

ます。ある⛬度、ࢳャンバෆに作≀がධると、

⾲♧㒊に⾲♧されているᩘ್がቑຍしていき

ます。

� ・�ᩘ್が㸵㸮を超えるとブࢨーが㛫Ḟで㸰回㬆

り、‶஢が㏆いࡇとをお▱らࡏします。（ண

㕥機⬟）

� ・�ᩘ್が㸯㸮㸮を超えると‶஢≧ែとなりま

す。

� 作業᫬の┠安としてお౑いください。

� ᮏ機には、ࣟータ㒊に大量の作≀や␗≀のΰ

ධによる、トࣝク࣑ࣜッタの作動㢖度をపῶさ

トムプレートが㐣㈇Ⲵによ࣎、る機⬟としてࡏ

り自動で㛤き、㈇Ⲵが小さくなると作業位置に

自動で᚟ᖐする構造をഛえています。

� ▱で᳨ࢧンࢭとをࡇトムプレートが㛤いた࣎

し、࣎ࢧ࢘ࢯックࢫのブࢨー（㛫Ḟ㡢）が㬆り、

レータに࣌࢜ンࠖ㹊㹃㹂がⅬⅉし࢘ࢲトム࣎ࠕ

▱らࡏます。

� ブࢨーが㬆ࡗたときには、作業速度を下ࡆる

かᣠ上ࡆ作業を೵Ṇし、ブࢨーが㬆りやむの

をᚅࡗてください。
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取扱いୖのὀព

●�作≀の量や␗≀の大きさḟ➨では、࣎トムプ

レートの自動㛤㛢機構が作動していてもトࣝ

ク࣑ࣜッタが作動します。

� 作業をࢫムーࢬに行うためにも、無理な作業

は行わないでください。

 ール‶஢࣋ ．࢟

 タᐃ࣋ーࣝᅽ（‶஢≧ែ）になるとトラクタの

走行೵Ṇのみを▱らࡏるブࢨーが㬆ります（㐃

続㡢）。ࠕ作業ྍ 㹊ࠖ㹃㹂がᾘⅉし、ࠕᕳ付୰ࠉ（走

行⚗Ṇ）ࠖ 㹊㹃㹂がⅬⅉし、ࠕ‶஢ࢭンࠖࢧ㹊㹃

㹂がⅬ⁛します。

。が⤊わるまで走行しないでくださいࠖࢭࠕ 

ࢭ஢‶ࠕのࢫック࣎ࢧ࢘ࢯーࣝᅽ⦰≧ἣは࣋ 

ンࠖࢧ⾲♧、もしくはインࢣ࢕ࢹータで☜ㄆฟ

᮶ますので、┠安にして作業してください。

取扱いୖのὀព

� 㹎㹒㹍をษらないでください。࣋ーࣝの回転

がṆまり、ࢿット・ト࣡インのᕳ付け୙Ⰻが

Ⓨ⏕します。

ク． ࣋ࠖ࢟ࠕール‶஢になりましࡽࡓ㉮⾜ࢆ೵Ṇし

てくࡉࡔい。

取扱いୖのὀព

●�ブࢨーが㬆ࡗたらすࡄに走行を೵Ṇしてくだ

さい。ࡑのまま走り続けると、ࢿットとࢿッ

トの㛫に収穫≀がධり、ࢿットがゎけるྍ⬟

性があります。

。います⾜ࢆネット⧞ฟし ．ࢣ

自動ࠖࣔードの場合ࠕ��࢔�ࠉ

� � 走行೵Ṇᚋ、自動でࢿット⧞ฟしを㛤ጞしま

す。

手動ࠖࣔードの場合ࠕ��イ�ࠉ

� ࢢン࢕ࢹタンをᢲしてバイン࣎ᙉ制⧞ฟࠖࠕ�

⿦置を作動さࢿ、ࡏット⧞ฟしを㛤ጞします。

ーࣝにᕳき㎸まれ、ᕳ࣋ットがࢿฟされた⧞�．ࢥ

付きを㛤ጞします。ᕳ付けが⤊஢するとナイ

フが作動し、ࢿットがษ᩿されバイン࢕ࢹンࢢ

⿦置が೵Ṇします。

� ᕳ付けを⤊஢すると、ࠕ⤖᮰⿦置作動ࠖ㹊㹃㹂

がⅬⅉします。

� ᕳ付けがጞまらない場合はࠕᙉ制⧞ฟࠖ࣎タ

ンによりࢿットの෌⧞ฟしを行うࡇとができま

す。

サ．バイン࢕ࢹンࢢ⿦置が೵Ṇしたࡇとを☜ㄆᚋ、

トラクタἜᅽࢥントࣟーࣝレバーによりࢤート

を㛤いてください。

� ᮰⿦置作動ࠖ㹊⤖ࠕートを㛤いている㛫にࢤ

㹃㹂がᾘⅉ、およࢤࠕࡧート㛤ࠖ㹊㹃㹂がⅬⅉ

しますが、ࢤートが㛤ききるまで᧯作を続けて

ください。

ーࣝ࣋。ーࣝが᤼ฟされます࣋ートを㛤くとࢤ．ࢩ

がṇᖖに᤼ฟされたࡇとを☜ㄆしてください。

ントࣟーࣝࢥーࣝ᤼ฟ☜ㄆᚋ、トラクタἜᅽ࣋．ࢫ

レバーによりࢤートを㛢ࡌてください。ࢤート

を㛢ࡌる㛫にࢤࠕート㛢ࠖ㹊㹃㹂がᾘⅉします

が、ࣟックインࢣ࢕ࢹータがסからעの位置に

なるまでࢤࠕート㛢ࠖ᧯作を続けてください。

取扱いୖのὀព

●�ࣟ ックインࢣ࢕ࢹータがעの位置まで下がり

きࡗていない≧ែで作業にධると、ࣟッキン

。フックが外れてᲕໟできなくなりますࢢ

� ࣟックインࢣ࢕ࢹータがעの位置まで下がり

きるのを☜ㄆしてからᲕໟ作業にධࡗてくだ

さい。

ࠖ（走行⚗Ṇ）ࠉᕳき付け୰ࠕ、ート㛢ᚋࢤ ．ࢭ 㹊㹃㹂

がᾘⅉ、ࠕ作業ྍࠖ㹊㹃㹂がⅬⅉし、Ვໟ作業を

行える≧ែになります。ࠖ࢝ࠕ∾ⲡ・✄࣡ラのᣠ

上ࡆからの工⛬を⧞り㏉してください。
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４　運　　ᦙ

 ༴ 㝤

●�公道走行するときは公道走行関㐃法௧をᏲ

り、࿘ᅖの安全☜ㄆを必ず行ࡗてください。

� また、トラクタおよࡧ作業機の࿘ᅖにேを㏆

࡙けさࡏないでください。

� Ᏺらないと、࿘ᅖのேをᕳき㎸み、Ṛஸまࠉ

たは重യを㈇わࡏるࡇとになります。
●�公道走行するときは㹎㹒㹍をධれないでくだ

さい。

� Ᏺらないと、࿘ᅖのேをᕳき㎸み、Ṛஸまࠉ

たは重യを㈇わࡏるࡇとになります。
●�公道走行するときは、運行速度㸯㸳ｋｍ �ｈ

以下で走行してください。

 ㆙ 告

●�公道走行するときは必ず⛣動形ែにしてくだ

さい。
●�公道走行᫬には、トラクタと作業機をࢭーフ

。ーンで㐃⤖してください࢙ࢳー࢕ࢸ

� Ᏺらないと、୙ពに㐃⤖⿦置が分㞳したとࠉ

きに重大な஦ᨾとなるྍ⬟性があります。

㸯��⛣動形ែ

� 公道を走行するときは必ず⛣動形ែにしてください。

䜺ード䜢ୗ䛢䜛

ステップ䛸スタンド䜢ୖ䛢䜛

ピックアップ䜢ᣢ䛱ୖ䛢䜛 ゲージホイール䜢཰⣡఩置䛻䛩䜛

䝉ーフティー䝏䜵ーン䛷ト䝷クタ䛸㐃⤖䛩䜛

（㸯）�㹎㹒㹍をษࡗてください。

（㸰）�トラクタのἜᅽࢥントࣟーࣝレバーを᧯作し

て、ࣆック࢔ップを上᪼さࡏます。

（㸱）ࢫ�トップバࣝブを㛢にして࢚ンࢪンをṆめま

す。

（㸲）ࢤ�ー࣍ࢪイーࣝを収納位置に取り付けます。

（㸳）�ガード、ࢸࢫップ、ࢫタンドが⛣動形ែになࡗ

ているか☜ㄆしてください。

� なࡗていない場合は、⛣動形ែにしてくださ

い。

（㸴）ࢭ�ーフ࢙ࢳ࢕ࢸーンがトラクタཬࡧ作業機に

緩みなどなく☜ᐇに㐃⤖されているかを☜ㄆ

してください。

取扱いୖのὀព

� イーࣝに࣍ࢪーࢤ、場のฟධりや␏㉺え᫬࡯

よりࣆック࢔ップがᣢࡕ上がり、ドࣟーバに

クࣟップ࢝バーが当たり◚ᦆする場合があり

ます。必ずࢤー࣍ࢪイーࣝを収納位置にし、

⛣ップが地㠃に当たらないないよう࢔ックࣆ

動してください。
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㸰��トラクタࣟ࣡ーࣜンクを᪼㝆するἜᅽレバーを

᧯作して、ࣟ࣡ーࣜンクをᣢࡕ上ࡆてください。

イントのࣙࢪー࣡ࣃのとき、㸰㹎フレームとࡇ

᥋ゐや、࣡ࣃーࣙࢪイントのᢤけが無いࡇとを

☜ㄆしてください。

 ὀ ព

●�ࣟ ࣡ーࣜンクを上ࡆすࡂると、࣡ࣃーࣙࢪイ

ントが㸰㹎フレームに当り、࣡ࣃーࣙࢪイン

トが◚ᦆし、ࢣガをするࡇとがあります。必

ず上限を☜ㄆしᏲࡗてください。

㸱��長㊥㞳⛣動ᚋに作業を行う場合、ࢳࢫーࣝࣟー

ラとࢦムࣟーラよりࢿットが㸲㸮㹼㸳㸮PPฟて

いるのを☜ㄆしてください。ࢿットがฟていな

い場合は、ブレーキ࢔ームをゎ㝖し、ࢿットを

ᘱまࡏた≧ែでࢳࢫーࣝࣟーラを手で回転さ

。ットを㸲㸮㹼㸳㸮PPฟしてくださいࢿ、ࡏ

ネットロール

ネット䜢⦆䜎䛫䜛

䝤レー䜻アーム

ᅇ㌿᪉ྥ

 ὀ ព

ムࣟーラとࢦ、ーࣝࣟーラを手で回す際ࢳࢫ�●

ーࣝࣟーラの㛫に手がᣳまれるᜍれがあࢳࢫ

ります。Ẽを付けて作業を行ࡗてください。

㸲࣋��ーࣝを機యෆ（ࢳャンバෆ）にධれたまま長

㊥㞳⛣動しないでください。
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４　作業が終わったら

長ᣢࡕさࡏるために、手ධれは必ずしましࡻう。

 ὀ ព

●�動ຊをษらずに、回転㒊・ྍ動㒊の付╔≀の

㝖ཤ作業などを行うと、機械にᕳき㎸まれて

。ガをする஦がありますࢣ

� 㹎㹒㹍をษり、࢚ンࢪンをとめ、回転㒊やྍ

動㒊がとまࡗている஦を☜かめて行ࡗてくだ

さい。

１　作業ᚋのᡭධࢀ

㸯࣎ࢧ࢘ࢯ��ックࢫの㟁※࣎タンを㹍㹄㹄にし、㟁

。ードを外してくださいࢥ※

㸰ࣆ��ック࢔ップ⿦置㒊・࢝ッ࢕ࢸンࢢ⿦置㒊に付

╔した∾ⲡなどの収穫≀を、࡯場の୰で取り㝖

いてください。

㸱ࢿ��ットバイン࢕ࢹンࢢ㒊にሁ✚した࣑ࢦなどを

取り㝖いてください。

㸲��ࣟ ーラに付╔した∾ⲡなどの収穫≀は、㝖ཤし

てください。

㸳��両ഃ㠃の㥑動㒊にሁ✚した࣑ࢦなどを取り㝖い

てください。

㸴��◚ᦆした㒊ရ、ᾘ⪖した㒊ရを交᥮・⿵඘して

ください。

㸵��Ⅼ᳨ᩚഛ一ぴ⾲にᇶ࡙き㥑動㒊、㐃⤖㒊などを

Ⅼ᳨してください。

㸶��⤥Ἔ⟠所一ぴ⾲にᇶ࡙きἜ⬡を⿵⤥してくださ

い。

㸷��㹎㹒㹍㍈・㹎㹇㹁㍈・࣡ࣃーࣙࢪイントࢫプラ

イン㒊など、ሬ⿦されていない㟢ฟ㒊は、㗵を

㜵ࡄためにࣜࢢーࢫをሬ布してください。

����トラクタから作業機を外すときは、ࢫタンドを

たててから行ࡗてください。

����トラクタから作業機をはずしたら、࣡ࣃーࣙࢪ

イントは㸰㹎フレームのࣙࢪイント࣏ࢧートに

納めてください。

パワージョイント

ジョイント䝃䝫ート

スタンド

����作業機よりࢿットࣟーࣝを外しておくか、ブレー

キ࢔ームをゎ㝖し、ࢿットࣟーࣝを▮༳᪉ྥに

回転さࢿࡏットをᘱまࡏてください。

� ットは外して㞵があたらない㢼通しࢿットンࢥ

のよい所でಖ管してください。

ネットロール

ネット䜢⦆䜎䛫䜛

䝤レー䜻アーム

ᅇ㌿᪉ྥ

は㢼㞵のあたらない所にಖ管しࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ����

てください。

取扱いୖのὀព

� Ὑ車Ύᤲを行う場合は、バイン࢕ࢹンࢢ⿦置、

㟁⿦㒊ရ、ࢿࢥクタ㒊分にỈがかからないよ

うὀពしてください。
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２　トラクタのษり㞳し

 ὀ ព

●�作業機をトラクタからษり㞳すとき、ഴᩳ地

やพฝ地または㌾ᙅ地などで行うと、トラク

タが୙ពに動きだし、ᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす஦

があります。

� ᖹᆠで地┙のかたい所で行ࡗてください。
●�作業機をトラクタからษり㞳すとき、㍯Ṇめ

をࡏずに行うと、作業機がᭀ走してᛮわࡠ஦

ᨾを㉳ࡇす஦があります。

� ษり㞳すときは、必ず、ࢫタンドを᥋地さࡏ、

作業機の車㍯に㍯Ṇめをしてください。

㸯��トラクタの࢚ンࢪンをとめ、㥔車ブレーキをか

けてください。

㸰��作業機の車㍯に㍯Ṇめをしてください。

㸱��トラクタのἜᅽ取ฟཱྀから࢝プラをษり㞳して

ください。

� ษり㞳したἜᅽ࣍ーࢫは᮰ࡡて、⣣などで作業

機にᅛᐃしてください。

� また、㓄⥺ࢥード、ⅉⅆ⿦置のࢥードのࢿࢥク

タをษり㞳してください。

㸲ࢭ��ーフ࢕ࢸー࢙ࢳーンをトラクタഃから外し、

㸰㹎フレームに収納してください。

䝉ーフティー䝏䜵ーン

２Ｐフレーム

㸳��㹎㹒㹍㍈からࣙࢪイントを外してください。

㸴��作業機のࢫタンドを下ࢫ、ࡆタンドが᥋地する

まで㸰㹎ࣄッࢳを下ࡆてください。

㸵��ࣟ ࣡ーࣜンクࣆンにᕪし㎸まれているࣜンࣆࢳ

ンをᢤき、ࣟ࣡ーࣜンクࣆンからࣟ࣡ーࣜンク

をᢤいてください。

㸶��トラクタの࢚ンࢪンをጞ動し、㟼かに๓㐍さࡏ

てください。

㸷��取り外したࣜンࣆࢳンはಖ管してください。

３　長ᮇ᱁⣡するとࡁ

㸯��機械ྛ㒊のΎᤲをしてください。

㸰��Ⅼ᳨ᩚഛ一ぴ⾲にᇶ࡙き㥑動㒊などをⅬ᳨して

ください。

� 又、◚ᦆした㒊ရ、ᾘ⪖した㒊ရを交᥮・⿵඘

してください。

㸱��⤥Ἔ⟠所一ぴ⾲にᇶ࡙きἜ⬡を⿵⤥してください。

� 又、回転・回動ᨭⅬཬ࣡ࣃࡧーࣙࢪイントのࢫ

プラインクランプࣆンを含むᦾ動㒊にはὀἜ

し、㹎㹒㹍㍈・㹎㹇㹁㍈・ࣙࢪイントࢫプライ

ン㒊にはࣜࢢーࢫをሬ布してください。

㸲��ሬ⿦のᦆയ㒊を⿵ಟሬ⿦するか、またはἜをሬ

布し、㗵のⓎ⏕を㜵いでください。

㸳��機械は㢼通しのⰋいᒇෆにಖ管してください。

㸴��やむをえずᒇ外にಖ管するときは、ࢩートを᥃

けてください。

㸵��機械よりࢿットࣟーࣝを外し、㢼通しのⰋいᒇ

ෆにಖ管してください。

㸶��トラクタに作業機を取付けたまま᱁納する場合

は、バッࣜࢸษれを㜵ṆするⅭ࣎ࢧ࢘ࢯックࢫ

から㟁※ࢥードを外してください。

㸷࣎ࢧ࢘ࢯ��ックࢫはᐊෆにಖ管してください。
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５　点検と整備について

ㄪᏊよく作業するために、ᐃᮇⓗに行いましࡻう。

機械のᩚഛ୙Ⰻによる஦ᨾなどをᮍ↛に㜵ࡄため

にࠕⅬ᳨ᩚഛ一ぴ⾲ࠖにᇶ࡙き、ྛ㒊のⅬ᳨ᩚഛ

を行い、機械を最Ⰻの≧ែで、安ᚰして作業が行

えるようにしてください。

タイン、ࢩャーࣝ࣎ト、ナイフ、ࢿットはᾘ⪖ရと

なࡗています。ᦶ⪖、ᢡᦆ、ᾘ⪖したときは交᥮、

⿵඘してください。

 ༴ 㝤

●�運転୰またはㄪᩚ୰、ࢿットフレームෆに手

をධれるとナイフが動き、けがをするࡇとが

あります。

� ットフレームෆには手をධれないでくださࢿ

い。
ットᕳ付⿦置をㄪᩚするとき、ࣟーラに᥋ࢿ�●

ゐするとᕳき㎸まれ、ࢣガをする஦がありま

す。㹎㹒㹍およ࢚ࡧンࢪンをษࡗてから行ࡗ

てください。
ートを㛤けるとき、ᚋ᪉にேがいるとቨなどࢤ ●

の㛫にᣳまれ、ࢣガをする஦があります。࿘

ᅖにேを㏆࡙けないでください。ᚋ᪉をよく

☜ㄆしてから㛤けてください。
ートࢤるとき、୰にேがいるとࡌートを㛢ࢤ�●

にᣳまれ、ࢣガをする஦があります。࿘ᅖに

ேを㏆࡙けないでください。

� ୰にேがいない஦を☜ㄆしてから㛢ࡌてくだ

さい。

 ㆙ 告

ートࢤートを㛤けてⅬ᳨・ㄪᩚ୰、୙ពにࢤ�●

が㛢まり、ᣳまれてけがをするࡇとがありま

す。

� Ἔᅽࣜࢩンࢲに安全ࢫトッࣃを᥃け、᭦にࢫ

トップバࣝブをࠕ㛢ࠖഃにษり᭰えて、ࢤー

トを☜ᐇにࣟックしてください。
のナイフまわりのⲡをࢫバイࢹࢢン࢕ࢸッ࢝�●

㝖ཤするとき、ナイフが୙ពに㣕ࡧฟて、ࢣ

ガをする஦があります。Ἔᅽࣜࢩンࢲでナイ

フをᢲし下ࡆた≧ែで行ࡗてください。
●�㓄⥺にᦆയがあると、Ⓨ↮・Ⓨⅆにつながる

おࡑれがあります。

� ᦆയがある場合には作業を୰Ṇし、㒊ရ交᥮

をしてください。

をⅬ᳨・ᩚഛするときࢢン࢕ࢹットバインࢿ�●

は、ࢿットナイフが୙ពに作動しないように、

ナイフ࢔ームඛ➃のラッࢳがࢫトッࣃにか

かࡗているかを☜ㄆするとともに、ナイフࢫ

トッࣃにࣝࢹタࣆンをධれてナイフがษ᩿≧

ែにならないようにしてください。

 ὀ ព

●�ࣟ ࣡ーࣜンクで作業機をᣢࡕ上ࡆてⅬ᳨・ㄪ

ᩚを行うとき、➨୕⪅の୙ὀពにより、୙ព

に㝆下し、ࢣガをする஦があります。

�トラクタࣟ࣡ーࣜンクのἜᅽ回路をࣟックし

て行ࡗてください。
● ഴᩳ地やพฝ地または㌾ᙅ地などで行うとᮏ

機が୙ពに動きฟして、ᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす

஦があります。ᖹᆠで地┙のかたい所で行ࡗ

てください。
● 㹎㹒㹍およ࢚ࡧンࢪンをとめずにⅬ᳨・ᩚഛす

ると、➨୕⪅の୙ὀពにより、୙ពに作業機が

㥑動され、ᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす஦があります。

㹎㹒㹍をษり、࢚ンࢪンをとめ、回転㒊やྍ動

㒊がとまࡗている஦を☜かめて行ࡗてくださ

い。
●�Ἔᅽの⥅手や࣍ーࢫに、ࡺるみやᦆയがある

と、㣕ࡧฟる高ᅽ࢜イࣝあるいは作業機のᛴ

な㝆下で、ࢣガをする஦があります。⿵ಟも

しくは㒊ရ交᥮してください。

� ⥅手や࣍ーࢫを外すときは、Ἔᅽ回路ෆのᅽ

ຊを無くしてから行ࡗてください。
●�୙ㄪฎ置・Ⅼ᳨・ᩚഛのために外した࢝バー

類を取り付けずに作業すると、回転㒊やྍ動

㒊にᕳき㎸まれ、ࢣガをする஦があります。

� ඖ通りに取り付けてください。
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２　ྛ㒊の調整

１. ࣟ ーラチ࢙ーンのᙇり調整

ࣟーラ࢙ࢳーンは、౑用するにつれてᑡしずつఙࡧ

が⏕ࡌます。

෇⁥な動ຊのఏ㐩をするために、ࣟーラ࢙ࢳーンの

ᙇりㄪᩚを行ࡗてください。

特に、最ึの౑用ではึᮇఙࡧが⏕ࡌますので、

౑用ᚋに必ずᙇりㄪᩚを行ࡗてください。

（㸯）�ࣟ ーラ、ࣟータ、ࢫクࣜࣗー㥑動㒊

� ࣟーラ࢙ࢳーンのᙇりㄪᩚは、ࢫプࣜンࢢ長さ

をࣝ࣎ト・ナットでㄪᩚして行います。

mm

１　Ⅼ᳨整ഛ୍ぴ⾲

᫬ࠉࠉࠉࠉ㛫 ┠ック㡯࢙ࢳ ฎࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ置

᪂ရ౑用㸯᫬㛫
全ࣝ࣎ト・ナットのࡺるみ

ࣟーラ࢙ࢳーンのࢸンࣙࢩンࢫプࣜンࢢのࡺるみ

ቑし⥾め

ㄪᩚ

作 業 ๓

作 業 ᚋ

機械のΎᤲ

ップタインษᦆ࢔ックࣆ

バイン࢕ࢹンࢢナイフᦶ⪖

ナイフ☻⪖・◚ᦆࢢン࢕ࢸッ࢝

トษᦆࣝ࣎ャーࢩ

⪕ットࣟーࣝᾘࢿ

⤥Ἔ⿦置࢜イࣝᾘ⪖

タイࣖ✵Ẽᅽ� 走行用��������������35

��ࠌ�ࠉࠉ イーࣝ用�������������35࣍ࢪーࢤ

るみ、⬺ⴠࡺン類のࣆ・ト・ナットࣝ࣎

㥑動⣔の␗ᖖ㡢・␗ᖖ᣺動

ーン◚ᦆ࢙ࢳ、バー࢝、イントࣙࢪー࣡ࣃ

回転㒊・ྍ動㒊の⤥Ἔ、ὀἜ、⤥⬡

ྛ㒊ㄪᩚ

ヨ運転をして␗㡢、␗ᖖⓎ⇕がないか

交᥮

交᥮

◊☻・交᥮

交᥮・⿵඘

⿵඘ࠉ 㒊ရ番号7)1&�����7)1ࠉ����

イࣝタンクに⿵඘࢜ーブࢨࣜ

� イࣝ࢜ࣖࢠ 9*���

���N3D、���NJI�FP�

���N3D、���NJI�FP�

������製ရᮏయのⅬ᳨ࠖにᇶ࡙きࠕ

ቑし⥾め・㒊ရの⿵⤥

����୙ㄪฎ置一ぴ⾲ࠖにᇶ࡙きฎ置交᥮ࠕ

㒊のㄪᩚࠖにᇶ࡙きㄪᩚྛ����ࠕ

����୙ㄪฎ置一ぴ⾲ࠖにᇶ࡙きฎ置ࠕ

ン⤊஢ᚋࢬーࢩ

◚ᦆ㒊

タイン等ᾘ⪖㒊ရ

ྛ㒊のΎᤲ

ሬ⿦ᦆയ㒊

回動ᨭⅬ・ࣆン等のᦶ⪖

⿵ಟ

᪩めの㒊ရ交᥮

ሬ⿦またはἜሬ布

㒊ရ交᥮
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140
䡉
䡉 205䡉

䡉

䠡㒊䛾ㄪᩚ 䠢㒊䛾ㄪᩚ

取扱いୖのὀព

� ブࣝࢲ、の長さをㄪᩚしたあとࢢプࣜンࢫ

� ナットは☜ᐇに⥾めてください。

（㸰）ࣆ�ック࢔ップ㥑動㒊

� ンࣟーラを動かしてࣙࢩンࢸ、るめࡺトをࣝ࣎

ࣟーラ࢙ࢳーンのᙇりをㄪᩚし、ࣝ࣎トを⥾め

てください。

� ᙇりのᙉさは、ࣟーラ࢙ࢳーンの୰ኸ㒊をᣦで

ᢲしてたわみ量が㸯㸲PPになるのが㐺ṇです。

クラッチの調整ࣉッࣜࢫ .２

。長さは㸱㸯PPにㄪᩚしてください（㸴ᮏ）ࢢプࣜンࢫ

取扱いୖのὀព

は、必ず㸱㸯PPにㄪᩚしてくださࢢプࣜンࢫ�●

い。୙㐺ṇなㄪᩚは、作業機の◚ᦆの原ᅉに

なります。
●�フ࢙ーࢩンࢢプレート㒊には、⤯対に⤥Ἔし

ないでください。
プレートのࢢンࢩー࢙ㄪᩚ᫬、フࢢプࣜンࢫ�●

ᾘ⪖ල合を☜ㄆしてください。

� ᾘ⪖が⃭しい場合は、㒊ရ⾲を参⪃に㒊ရを

交᥮してください。

のᾋ動調整ࣉッ࢔ックࣆ .３

ࢿーのࢸࢫࢢプࣜンࢫ、ップのᾋ動ㄪᩚは࢔ックࣆ

。㒊の長さ㹊をㄪᩚして行いますࢪ

作 業 ≧ ែ 㹊

ップが୙安ᐃに上下࢔ックࣆ

にࡺれて、ᣠいのࡇしがฟる
㸰㸮㹼㸱㸮PP

標 ‽ 㸱㸮PP

地㠃࡬の㏣従がᝏく、ᅵ・Ἶ

をከくᣠう
㸱㸮㹼㸲㸮PP

取扱いୖのὀព

� ࡗーのㄪᩚは、左ྑ等しく行ࢸࢫࢢプࣜンࢫ

てください。

ま調整ࡁのすࣃクࣞーࢫクࣜࣗーとࢫ .４

のすきまを㸮㸬㸳㹼㸰㸬㸳PPࣃクレーࢫクࣜࣗーとࢫ

にㄪᩚしてください。

５. ࣟ ータとࢫクࣞーࣃのすࡁま調整

ࣟータとࢫクレーࣃのすきまㄪᩚ㸮㸬㸳㹼㸰PPにㄪ

ᩚしてください。

（㸯）�ࣟ ータとࢫクレーࣃのすきまを☜ㄆして、ㄪᩚ

が必要な㒊分をᢕᥱします。

（㸰）ࣝ࣎�トを緩めます。

（㸱）�すきまがᗈい場合は㸪ࢩムを㏣ຍし、⊃い場

合はࢩムをᢤきます。
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（㸲）�ㄪᩚ⤊஢ᚋにࣝ࣎トを☜ᐇに⥾めて、すきま

を☜ㄆしてください。

ロータ

䠌䠊䠑䡚２㼙㼙

䝅ム
䝧ース

䝪ルト

スクレーパ

㸴. クࣟッ࢝ࣉバーの調整

クࣟップ࢝バーのඛ➃とࣟータフラࣗࢩの㛫㝸は下

がࡗたとき㸶㸮PP上がࡗたときに㸰㸴㸮PPになるよ

うにㄪᩚしてください。

７. 梱包ᐦ度᳨ฟࣜンクの調整

（㸯）�ࣟ ッキンࢢフックとࢤートのࣟーラのすきまが㸱PPになるように、ࢭットࣝ࣎トでㄪᩚします。

（㸰）�ࣟ ッド㸹㸯の長✰とࣝ࣎トのすきまが㸷PPになるように、フ࢛ーク࢚ンド㸹㸯でㄪᩚします。

（㸱）ࢫ�プ ンࣜࢢはトࣜ ップレバーの┿ん୰の✰にかけたときに、ࣆンが手でᢤける⛬度に、ࢫプ ンࣜࢸࢫࢢーで長さㄪᩚします。

８. ⤥Ἔ装置の調整

ᮏ作業機に⿦ഛされている⤥Ἔ⿦置は、ࢤートの

㛤㛢に㐃動した自動⤥Ἔ⿦置です。

ึᮇタᐃは、㸱࣋ーࣝに一回、ࢤート㛤᫬に⤥Ἔ࣏

ンプが作動します。

るとࡂーンが஝きやすいときや、⤥Ἔ量がከす࢙ࢳ

きには、ࠕ����� ⤥Ἔ㢖度のㄪᩚࠖにࡗࡑてタᐃ್

をኚ᭦してください。

ฟがᝏい㒊分があࡗた場合は、下記にࡗࡑて☜ㄆ

とㄪᩚをᐇ᪋してください。

（㸯）࣎ࢧ࢘ࢯ�ックࢫの手動⤥Ἔ࣎タンをᢲし、ྛ㒊

にἜが送られているか☜ㄆします。

（㸰）�ฟていない所があࡗた場合は、ブンࣃイキの

ㄪᩚࢪࢿでㄪᩚを行います。

（㸱）�ブンࣃイキはᮏ機ᚋ᪉からぢてྑഃに㸰ࣨ所、

左ഃ㸯ࣨ所ついていますので、左ྑとも☜ㄆ

し、ㄪᩚしてください。

取扱いୖのὀព

●�ブンࣃイキは࢘ࢽ࣑ࣝ࢔ム製のためࣟック

ナットを⥾めすࡂるとࢪࢿ㒊が◚ᦆするࡇと

があります。

� ࣟックナットを⥾め㐣ࡂないようὀពしてく

ださい。
●�ࣜ イ࢜イࣝタンクにᣦ♧されている࢜ーブࢨ

ࣝの上限位置は、作業機とは関ಀありまࡏん。

⿵඘᫬は、タンク一ᮼまで（最大㸯㸬㸳ε）࢜

イࣝを⿵඘してください。
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㸷. ࢼイ࢔ࣇー࣒のࢭット調整

（㸯）࣎�タンࣝ࣎トを軽く緩め、࢔ームඛ➃のラッࢳ

がࢫトッࣃに᥃かるᵝにࢫトッࣃの位置を௬

Ỵめします。

（㸰）�クランク࢔ームを左ྑに動かしࢩャフトを回転

さࡏてラッࢳがࢫトッࣃから外れるᵝにࣝ࣎ト

でࢫトッࣃの位置のㄪᩚをᩘ回行い、位置を

Ỵめます。

� ラッࢳが外れた際に、ࢩャフトの✺㉳とࢫトッ

ඛ➃までの㊥㞳が㸲PPࣃ 以下になるようにし

てください。

䝪ルト
フ䜷ーク䜶ンド

䝅䝱フト

ク䝷ンクアーム

アーム

䝷ッ䝏ロッド

ストッパ

䝪タン䝪ルト

（㸱）ࢤ�ートを㛤㛢し、ラッࢳがࢫトッࣃに᥃かる஦

を☜ㄆしてください。

（㸲）�᥃からないときはࣟッドの長さをフ࢛ーク࢚ン

ドでㄪᩚします。

（㸳）ࢤ�ート㛤᧯作を行い、ࣟッドが࢔ームをᢲし

ษࡗた≧ែでࢫトップバࣝブをとࡌてࣟック

し、ࢫトッࣃとラッࢳのࢫキ࣐を☜ㄆします。

� 長さは、ࢫトッࣃとラッࢳのࢫキ࣐が㸳㹼㸵PP

⛬度となるᵝにࣟッド長さをㄪᩚします。

バーの調整ࣕࢩとࣇイࢼ .��

ࣟックࣝ࣎トを㸯㸭㸰回転⛬度緩めてからࣝ࣎トで

ナイフとࢩャバーのࢫキ࣐がなくなるようにㄪᩚし

てください。（ナイフのඛ➃がࢩャバ一㠃取りゅ㒊

から㸰㹼㸱PPになるようにㄪᩚしてください。）

。ャバーは⿬㏉しでも౑用できますࢩ

��. ࣟ ッࢻの長ࡉの調整

ࣟッドの長さを㸯㸴㸮PPにㄪᩚしてください。

��. ネットࣞࣈーࣜࣉࢫ࢟ングの調整

ブレーキ࢔ーム㒊のࢫプࣜンࢢ長さは、㸰㸱PPをᇶ

‽とし、ࢿットのはさまり、⧞ฟしがⰋくなるよう

にㄪᩚしてください。ࢫプࣜンࢢをఙࡤすとブレー

キはᙅまり、⦰めるとブレーキはᙉくなります。

取扱いୖのὀព

� ブレーキࢫプࣜンࢢをᙉくしすࡂるとࢿット

⧞ฟしኻᩋの原ᅉとなります。ࢫプࣜンࢢの

ㄪᩚは୙ㄪฎ置の場合に行ࡗてください。
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13.	ネット・スクレーパ調整

ゴムローラとスクレーパのすきまＬは０.５～０.８

mmに調整してください。位置調整は、左右のボル

トをゆるめスクレーパが適正な位置になりました

ら、ボルトを締めて固定してください。

14.	ナイフセンサの調整

ネットバインディングのキンセツスイッチは、リ

セットレバーとのすき間を１～２mmに調整してくだ

さい。調整は、ナイフリセット状態位置で行ってく

ださい。

15.	Ｖベルトのストッパと張り調整

（１）	Ｖベルトがつれ回る場合は、ベルトストッパの

調整を行います。

	 ベルトストッパは２ケ所あります

（２）	最初にベルトストッパ；１の調整を行います。

	 Ｖプーリとのすきまが２～３mmになるように調

整します。

（３）	次にベルトストッパ；２を調整します。

	 テンションがＯＦＦの状態で、Ｖベルトと接触

するように固定してください。

（４）	ネットを繰出すテンションクラッチがすべる場

合は、デンドウモータを矢印の方向にずらし

てＶベルトの張りの調整を行ってください。

ベルトストッパ；１

回
転
方
向

２～３mm２～
３m

m

２
～

３
m
m

ベルトストッパ；２

デンドウモータ

16.	ベールイジェクタのテンション調整

ベールイジェクタのテンションは、スプリングス

テーのネジ部の長さを３０mmに調整してください。

３
０
m
m

ベールインジェクタ

スプリングステー

スプリング
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ンサの調整ࢭートࣞࣉ࣒ト࣎ .��

たᚋ、すき㛫が㸰㸬㸱㹼㸰㸬㸳PPになࡏഃに寄ࢳイッࢫは、レバーを┠一ᮼࢳイッࢫࢶࢭトムプレートのキン࣎

るよう、࢔ンࣝࢢをㄪᩚしてください。

アングル

䜻ン䝉䝒スイッ䝏

レバー
アングル

レバー

䜻ン䝉䝒スイッ䝏

２䠊䠏䡚２䠊䠑㼙㼙

��. ‶஢ࢭンサの調整

‶஢ࢭンࢧの関㐃㒊をㄪᩚもしくはኚ᭦した場合、または࣎ࢧ࢘ࢯックࢫを交᥮した場合は、࣎ࢧ࢘ࢯックࢫ

のึᮇタᐃが必要です。以㝆の手㡰に従ࡗて‶஢ࢭンࢧのึᮇ位置（ࢤートの㛢ࡌた位置およࡧ‶஢᫬の位

置の㸰Ⅼ）の記㘓を行ࡗてください。

（１） ‽ഛ

ձࢤ�ートを㛢ࡌた≧ែ（フックがかかࡗた≧ែ）にし、トラクタの࢚ンࢪンをษࡗてください。

ղ�ᮏ機ྑഃのࢧイド࢝バーとࢤート࢝バーを㛤けてください。

ճ࣎ࢧ࢘ࢯ�ックࢫの㟁※をධれ、᧯作できるࡇとを☜ㄆしてください。‶஢ࢭンࢧと࣎ࢧ࢘ࢯックࢫを同᫬

に᧯作するため、࣎ࢧ࢘ࢯックࢫを‶஢ࢭンࢧ付㏆に⛣動してください。

（２） ึ ᮇタᐃࣔーࢻのㄝ᫂

作業ྍ

ᕳ௜୰
�㉮⾜⚗Ṇ�

⤖᮰装置作動

ン࢘ࢲ࣒ト࣎

ート㛤ࢤ

ቑ

ῶ

㟁※

ール࣋
ಶ数 タᐃ

梱包ᅽ ࣉン࣏
ᅇ数 ンサࢭ

‶஢
⾲♧
ษ᭰

ษ᭰
ࣔーࢻ

⤥Ἔ
ᡭ動 ᙉไ

⧞ฟ

自動

ᡭ動

⾲♧㒊

䛂ᙉไ⧞ฟ䛃䝪䝍䞁

䛂⾲♧㡯┠䛃
䠨䠡䠠

䛂⾲♧ษ᭰䛃
䝪䝍䞁

䛂䝰䞊䝗ษ᭰䛃
䝪䝍䞁

䛂㟁※䛃
䝪䝍䞁

ձࣔࠕ�ーࢻษ᭰ 。タンをᢲして㟁※をධれます࣎ࠖ※㟁ࠕタンをᢲしながら࣎ᙉไ⧞ฟࠖࠕࠖ

ղ�㟁※がධࡗたらࠕ㟁※ࠖ࣎タンから手を㞳します。

ճ�ブࢨーがࣆッ、ࣆッと㬆ࡗたらす࡭ての࣎タンから手を㞳します。

մ�㉳動┤ᚋはᩘ್⾲♧㒊に‶஢ࢭンࢧのㄞみが⾲♧されます。

♧⾲タンをᢲすごとに㹊㹃㹂がษり᭰わり、対応するᩘ್が࣎、タンをᢲすと࣎ษ᭰ࠖ♧⾲ࠕの≧ែでࡇ�※�

されます。

Ⅼⅉ L E D 数್⾲♧

ーࣝಶᩘ࣋ ‶஢ࢭンࢧのࢤࠕート㛢఩置ࠖの記㘓್

Ვໟᅽタᐃ �

ーࣝಶᩘ・Ვໟᅽタᐃ（㸰つⅬⅉ）࣋ ‶஢ࢭンࢧのࠕ‶஢఩置ࠖの記㘓್

ンプ回ᩘ࣏ �

‶஢ࢭンࢧ（Ⅼ⁛） ‶஢ࢭンࢧのㄞみ
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（３）	満了センサの調整

①	満了センサの角度センサを長穴の中央部で取り付けます。

②	「表示切替」ボタンを押して「満了センサ」ＬＥＤが点灯した状態にし、数値が１００～６５０の範囲にあ

ることを確認してください。範囲から外れているときは角度センサの向きを調整し数値が範囲内になるよ

うに取り付けてください。

角度センサー

減

増長穴

（４）	満了センサのゲート閉位置の設定

①	満了センサの調整が終わったら、満了センサのゲート閉位置（フックが掛かるまでゲートが閉じた位置）

を設定します。「モード切替」ボタンを約３秒間長押しします。ブザーがピーッと鳴ったらボタンから手を

離します。

 ※	満了センサが範囲（１００～６５０）から外れているときは、ボタンを押している間ブザーがピッ、ピッ

と鳴り続けます。その場合は角度センサの取り付けを調整し、数値が範囲内になるように取り付けてく

ださい。

 ※	ゲート閉位置を記録すると、以前の満了センサの満了位置設定も消去されます。必ず、続けて「（５）満

了センサの満了位置の設定」を行ってください。

（５）	満了センサの満了位置の設定

つづけて満了センサの満了位置（梱包圧５のときの満了位置）を設定します。「満了センサ」ＬＥＤが点灯し

た状態にし、センサの数値を確認しながら行います。

①	アームを倒し、図の寸法（トリップレバーのプレート角部とアーム間の寸法）が８２mmとなるようにして

ください。

②	満了センサの数値が範囲内にあることを確認します。満了センサの数値範囲は、（４）満了センサのゲー

ト閉位置設定で設定したゲート閉位置により異なります（閉位置記録値＋２０２～９９５）。範囲からはず

れているときは、（３）満了センサの調整に戻り、数値ができるだけ小さい値となるよう調整の上、（４）

満了センサのゲート閉位置設定を再度行ってください。
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ճࠕ�ᙉไ⧞ฟࠖ࣎タンを⣙３⛊㛫長ᢲしします。ブࢨーがࣆーッと㬆ࡗたら࣎タンから手を㞳します。ࠕ㟁※ࠖ

ὀពࡈないのでࢀࡉないとタᐃがグ㘓ࢃ⾜ࢆの᧯作ࡇ）の㟁※をษりますࢫック࣎ࢧ࢘ࢯタンをᢲして࣎

くࡉࡔい）。

アーム

トリップレバー

䠔２㼙㼙

ート㛢位置の記㘓್ࢤ ‶஢位置記㘓್の最小್ ‶஢位置記㘓್の最大್

��� ���

������㹼 ��� ���ート㛢位置の記㘓್㸩ࢤ

��� ���

� 。ート㛢位置はタᐃ᧯作᫬に自動ⓗに㸩㸰してタᐃされますࢤ※

取扱いୖのὀព

※�‶஢ࢭンࢧまたは࣎トムプレートࢭンࢧが⠊ᅖから外れているときは、࣎タンをᢲしている㛫ブࢨー

がࣆッ、ࣆッと㬆り続けます。ࡑの場合はྛࢭンࢧの取り付けをㄪᩚし、ᩘ್が⠊ᅖෆになるように

取り付けてください。

※�必ずࢤート㛢位置のタᐃと‶஢位置のタᐃを続けて行ࡗてください。ࢤート㛢位置をタᐃし、‶஢位

置をタᐃしなかࡗた場合は、通ᖖ通りに㟁※をᢞධしたとき࢚ラー㸷㸱がⓎ⏕します。

（㸴） 調整☜ㄆの᪉法

ձ࣎ࢧ࢘ࢯ�ックࢫの㟁※をධれます。

ղ�Ვໟᐦ度はࠕ㸳ࠖにタᐃしてください（������Ვໟᐦ度のㄪᩚ、࣎ࢧ࢘ࢯ������ックࢫの᧯作᪉法）。

ճ�⾲♧㒊はࠕ‶஢ࢭンࠖࢧの⾲♧としてください（ࠕ⾲♧ษ᭰ࠖ࣎タンを᧯作しࠕ‶஢ࢭンࠖࢧ㹊㹃㹂がⅬ

ⅉした≧ែ、࣎ࢧ࢘ࢯ������ックࢫの᧯作᪉法）。

մࠕ�（㸳）‶஢ࢭンࢧの‶஢位置のタᐃࠖと同ᵝに࢔ームを‶஢位置（トࣜップレバーから㸶㸰PP）までಽし

てください。ࡇの≧ែで‶஢となりブࢨーが㬆るか、ᩘ್⾲♧が１００๓ᚋであれࡤṇしくㄪᩚされてい

ます。
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６　不調時の対応

 ༴ 㝤

●�運転୰またはㄪᩚ୰、ࢿットフレームෆに手

をධれるとナイフが動き、けがをするࡇとが

あります。

� ットフレームෆには手をධれないでくださࢿ

い。
ットᕳ付⿦置をㄪᩚするとき、ࣟーラに᥋ࢿ�●

ゐするとᕳき㎸まれ、ࢣガをする஦がありま

す。㹎㹒㹍およ࢚ࡧンࢪンをษࡗてから行ࡗ

てください。
ートを㛤けるとき、ᚋ᪉にேがいるとቨなどࢤ ●

の㛫にᣳまれ、ࢣガをする஦があります。࿘

ᅖにேを㏆࡙けないでください。ᚋ᪉をよく

☜ㄆしてから㛤けてください。
ートࢤるとき、୰にேがいるとࡌートを㛢ࢤ�●

にᣳまれ、ࢣガをする஦があります。࿘ᅖに

ேを㏆࡙けないでください。

� ୰にேがいない஦を☜ㄆしてから㛢ࡌてくだ

さい。

 ㆙ 告

ートࢤートを㛤けてⅬ᳨・ㄪᩚ୰、୙ពにࢤ�●

が㛢まり、ᣳまれてけがをするࡇとがありま

す。

� Ἔᅽࣜࢩンࢲに安全ࢫトッࣃを᥃け、᭦にࢫ

トップバࣝブをࠕ㛢ࠖഃにษり᭰えて、ࢤー

トを☜ᐇにࣟックしてください。
のナイフまわりのⲡをࢫバイࢹࢢン࢕ࢸッ࢝�●

㝖ཤするとき、ナイフが୙ពに㣕ࡧฟて、ࢣ

ガをする஦があります。Ἔᅽࣜࢩンࢲでナイ

フをᢲし下ࡆた≧ែで行ࡗてください。
●�㓄⥺にᦆയがあると、Ⓨ↮・Ⓨⅆにつながる

おࡑれがあります。

� ᦆയがある場合には作業を୰Ṇし、㒊ရ交᥮

をしてください。
をⅬ᳨・ᩚഛするときࢢン࢕ࢹットバインࢿ�●

は、ࢿットナイフが୙ពに作動しないように、

ナイフ࢔ームඛ➃のラッࢳがࢫトッࣃにか

かࡗているかを☜ㄆするとともに、ナイフࢫ

トッࣃにࣝࢹタࣆンをධれてナイフがษ᩿≧

ែにならないようにしてください。

 ὀ ព

●�ࣟ ࣡ーࣜンクで作業機をᣢࡕ上ࡆてⅬ᳨・ㄪ

ᩚを行うとき、➨୕⪅の୙ὀពにより、୙ព

に㝆下し、ࢣガをする஦があります。

�トラクタࣟ࣡ーࣜンクのἜᅽ回路をࣟックし

て行ࡗてください。
● ഴᩳ地やพฝ地または㌾ᙅ地などで行うとᮏ

機が୙ពに動きฟして、ᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす

஦があります。ᖹᆠで地┙のかたい所で行ࡗ

てください。
● 㹎㹒㹍およ࢚ࡧンࢪンをとめずにⅬ᳨・ᩚഛす

ると、➨୕⪅の୙ὀពにより、୙ពに作業機が

㥑動され、ᛮわࡠ஦ᨾを㉳ࡇす஦があります。

㹎㹒㹍をษり、࢚ンࢪンをとめ、回転㒊やྍ動

㒊がとまࡗている஦を☜かめて行ࡗてくださ

い。
●�Ἔᅽの⥅手や࣍ーࢫに、ࡺるみやᦆയがある

と、㣕ࡧฟる高ᅽ࢜イࣝあるいは作業機のᛴ

な㝆下で、ࢣガをする஦があります。⿵ಟも

しくは㒊ရ交᥮してください。

� ⥅手や࣍ーࢫを外すときは、Ἔᅽ回路ෆのᅽ

ຊを無くしてから行ࡗてください。
●�୙ㄪฎ置・Ⅼ᳨・ᩚഛのために外した࢝バー

類を取り付けずに作業すると、回転㒊やྍ動

㒊にᕳき㎸まれ、ࢣガをする஦があります。

� ඖ通りに取り付けてください。
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１ ୙調ฎ置୍ぴ⾲

⑕　　≧ ཎ　　　　　ᅉ ฎ　　　　　　置

軸
受
部

●�␗㡢のⓎ⏕ の◚ᦆࢢンࣜ࢔࣋�● の交᥮ࢢンࣜ࢔࣋�●

●�␗ᖖⓎ⇕ ●�࣡ ラなどのᕳ付き ●�ᕳ付きを㝖ཤ

２
Ｐ
フ
レ
ー
ム
部

●�␗㡢のⓎ⏕ ●�回転㒊に∾ⲡ等のᕳ付き ●�ᕳ付きを㝖ཤ

●�ྍ 動㒊の動きが

ᝏい

୙㊊ࢫーࣜࢢ�●
●�取付ࣝ࣎トのࡺるみ

඘⿵ࢫーࣜࢢ�●
●�ㄪᩚ、ቑし⥾め

ピ

ッ

ク

ア

ッ

プ

部

●�␗㡢のⓎ⏕ ●�タインのษᦆ
●�ࣟ ータフラッࣗࢩの◚ᦆ
●�∾ⲡのᕳ付き
の◚ᦆࢢンࣜ࢔࣋ムࣟーラ࢝�●
●�ࣟ ーラ࢙ࢳーンの⤥⬡୙Ⰻ
●�ࣟ ーラ࢙ࢳーンのᙇり୙Ⰻ

ࢢンࢩー࢙のフࢳップクラッࣜࢫ�●

プレートの☻⪖

●�タイン交᥮
●�ࣟ ータフラッࣗࢩ交᥮
●�ᕳ付きを㝖ཤ
●�㒊ရ交᥮
ሬ布ࢫーࣜࢢ�●
●�㺀��������  ップ㥑動㒊ࠖを参⪃に࢔ックࣆ

ᙇりㄪᩚ
●�㒊ရ交᥮

●�∾ⲡをᣠいṧす ●�作業ጼໃが㐺ṇでない

●�車速が速い
●�タインのษᦆ
ップのᾋ動ㄪᩚ୙Ⰻ࢔ックࣆ�●

ップのタイン地上高のㄪᩚࠖ࢔ックࣆ������ࠕ�●

を参⪃にㄪᩚ
●�車速を下ࡆる
●�タイン交᥮
ップのᾋ動ㄪᩚࠖを参⪃に࢔ックࣆ������ࠕ�●

ㄪᩚ

●�∾ⲡがワまる ●�㹎㹒㹍回転速度が㐜い

が作動しているࢳップクラッࣜࢫ�●

●�車速が速い
インドࣟーが大きい࢘�●

����ࠕ�● 作業の要㡿ࠖを参⪃に、㹎㹒㹍回転速

度をㄪᩚ
������ࠕ�● のㄪᩚࠖを参⪃にࢳップクラッࣜࢫ

ㄪᩚ
●�車速を下ࡆる
������ࠕ�● ࢘インドࣟーの作り᪉ࠖを参⪃に࢘

インドࣟーを作る

ロ

ー

タ

部

●�␗㡢のⓎ⏕ ナイフの◚ᦆࢢン࢕ࢸッ࢝�●

●�ࣟ ータࢫクレーࣃのㄪᩚ୙Ⰻ

●�ࣟ ーラ࢙ࢳーンの⤥Ἔ୙Ⰻ
●�ࣟ ーラ࢙ࢳーンのᙇり୙Ⰻ

●�ࣟ ータ࡬のᕳ付き、つまり

��������ࠕ�● ナイフ取外しࠖを参ࢢン࢕ࢸッ࢝

⪃に、㒊ရ交᥮
������ࠕ�● ࣟータとࢫクレーࣃのすきまㄪᩚࠖ

を参⪃にㄪᩚ
イキㄪᩚࣃイࣝ⿵඘、ブン࢜�●
ࣟ、ーラࣟ��������ࠕ�● ータ、ࢫクࣜࣗー㥑動㒊ࠖ

を参⪃に、ᙇりㄪᩚ
●�ᕳ付き、つまり㝖ཤ

●�ࣟ ータ࡬の

� ᕳ付き、つまり

●�㹎㹒㹍回転速度୙Ⰻ

●�車速が速い
インドࣟーが大きい࢘�●

●�ࣟ ータࢫクレーࣃのㄪᩚ୙Ⰻ

たままにࡗトムフレームが下が࣎ ●

なࡗている。

����ࠕ�● 作業の要㡿ࠖを参⪃に、㹎㹒㹍回転速

度をㄪᩚ
●�車速を下ࡆる
������ࠕ�● ࢘インドࣟーの作り᪉ࠖを参⪃に࢘

インドࣟーを作る
������ࠕ�● ࣟーラとࢫクレーࣃのすきまㄪᩚࠖ

を参⪃にㄪᩚ
●�ガࢫࢫプࣜンࢢの外れや◚ᦆ又は㸪࣑ࢦの引

᥃りを☜ㄆし、ಟ理を行う。
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⑕　　≧ ཎ　　　　　ᅉ ฎ　　　　　　置

ス

ク

リ

ュ

ー

部

●�␗㡢のⓎ⏕ ●�ࣟ ーラ࢙ࢳーンの⤥⬡୙Ⰻ
●�ࣟ ーラ࢙ࢳーンのᙇり୙Ⰻ

のㄪᩚ୙Ⰻࣃクレーࢫクࣜࣗーࢫ�●

のᕳ付き、つまり࡬クࣜࣗーࢫ�●

ሬ布ࢫーࣜࢢ�●
ࣟ、ーラࣟ��������ࠕ�● ータ、ࢫクࣜࣗー㥑動㒊ࠖ

を参⪃に、ᙇりㄪᩚ
������ࠕ�● のすきまㄪࣃクレーࢫクࣜࣗーとࢫ

ᩚࠖを参⪃にㄪᩚ
●�ᕳ付き、つまり㝖ཤ

の࡬クࣜࣗーࢫ ●

� ᕳ付き、つまり

●�車速が速い
インドࣟーが大きい࢘�●

のㄪᩚ୙Ⰻࣃクレーࢫクࣜࣗーࢫ�●

トがษ᩿しているࣝ࣎ャーࢩ ●

●�車速を下ࡆる
������ࠕ�● ࢘インドࣟーの作り᪉ࠖを参⪃に࢘

インドࣟーを作る
������ࠕ�● のすきまㄪࣃクレーࢫクࣜࣗーとࢫ

ᩚࠖを参⪃にㄪᩚ
トの取付けࣝ࣎ャーࢩ�●

ロ

ー

ラ

部

●�␗㡢のⓎ⏕ ● ࣟ ーラ࡬のᕳ付き、つまり、Ἶ付╔
● ࣟ ーラ࢙ࢳーンの⤥Ἔ୙㊊
● ࣟ ーラ࢙ࢳーンのᙇり୙Ⰻ

● ࣟ ーラがࡇ࡬んでいる

● ᕳ付き、ワり、Ἶ㝖ཤ
イキㄪᩚࣃイࣝ⿵඘、ブン࢜�●
ࣟ、ーラࣟ��������ࠕ�● ータ、ࢫクࣜࣗー㥑動㒊ࠖ

を参⪃に、ᙇりㄪᩚ
●�ࣟ ーラ交᥮

●�ࣟ ーラ࡬の

� ᕳ付き

●�㹎㹒㹍回転ᩘが㐜い

ーࣟࢢン࢕ࢸッ࢝、ップ㒊࢔ックࣆ�●

タ㒊、ࢫクࣜࣗー㒊に∾ⲡがワまる
●�ࣟ ーラがࡇ࡬んでいる
作ࡆきる๓に、ᣠ上ࡌートが㛢ࢤ ●

業を෌㛤した。

����ࠕ�● 作業の要㡿ࠖを参⪃に、㹎㹒㹍回転ᩘ

をㄪᩚ
●�ྛ 㒊のワまりの㡯を参⪃にㄪᩚ

●�ࣟ ーラ交᥮
。ートを☜ᐇに㛢めたᚋに作業を෌㛤するࢤ ●

ャンࢳーࣝが࣋�●

バෆで回らない

● Ვໟᐦ度が高すࡂる
●�Ვໟするものが஝⇱しすࡂている、

▷すࡂる

������Ვໟᐦ度のㄪᩚࠖを参⪃にㄪᩚࠕ�●
������ࠕ�● ⪄ナイフのㄪᩚࠖを参ࢢン࢕ࢸッ࢝

にㄪᩚ

●�ࣟ ーラ࢙ࢳーン

のⓎ⇕

●�Ვໟᐦ度が高すࡂる
●�ࣟ ーラ࢙ࢳーンの⤥Ἔ୙Ⰻ

●�ࣟ ーラ࢙ࢳーンのᙇり୙Ⰻ

������Ვໟᐦ度のㄪᩚࠖを参⪃にㄪᩚࠕ�●
������ࠕイキㄪᩚࣃイࣝ⿵඘、ブン࢜�●� ⤥Ἔ

⿦置のㄪᩚࠖを参⪃にㄪᩚ
ࣟ、ーラࣟ��������ࠕ�● ータ、ࢫクࣜࣗー㥑動㒊ࠖ

を参⪃に、ᙇりㄪᩚ

ロ
ッ
キ
ン
グ
フ
ッ
ク
部

● 作業୰、ࣟッキ

ンࢢフックが外

れる

てࡗート㛤㛢のἜᅽが᏶全にᡠࢤ�●

いない
●�ࣟ ッキンࢢフックのㄪᩚ寸法が

ているࡗ≬

����ࠕ�● 作業の要㡿ࠖを参⪃に、㹎㹒㹍回転ᩘ

をㄪᩚ
������ࠕ�● Ვໟᐦ度᳨ฟࣜンクのㄪᩚࠖを参⪃

にㄪᩚ

●�Ვໟが緩い ●�タᐃᲕໟᐦ度がపい
ットᕳᩘがᑡないࢿ�●
●�車速が速い

������Ვໟᐦ度のㄪᩚࠖを参⪃にㄪᩚࠕ�●
ットᕳᩘのㄪᩚࠖを参⪃にㄪᩚࢿ������ࠕ�●
●�車速を下ࡆる
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⑕　　≧ ཎ　　　　　ᅉ ฎ　　　　　　置

ゲ

ー

ト

開

閉

部

ーࣝが᤼ฟ࣋�●

されない

●�Ვໟᐦ度が高すࡂる
るࡂインドࣟーᕵがᗈす࢘�●

●�ᛴഴᩳ地で᤼ฟしようとしている

������Ვໟᐦ度のㄪᩚࠖを参⪃にㄪᩚࠕ�●
������ࠕ�● ࢘インドࣟーの作り᪉ࠖにᇶ࡙き࢘

インドࣟーを作る
●�ᖹᆠな場所で᤼ฟ

ートが㛤かなࢤ�●

い

ているࡌトップバࣝブが㛢ࢫ�●
●�Ἔᅽ⣔⤫の◚ᦆ・Ἔもれ

●�ࣟ ッキンࢢフック㒊のㄪᩚ୙Ⰻ

● トラクタἜᅽの୙ㄪ
● トラクタ外㒊Ἔᅽ取りฟし࡬の᥋

続୙Ⰻ
プラの◚ᦆ࢝ ●

トップバࣝブを㛤くࢫ�●
��������ࠕ�● ート㛤㛢用Ἔᅽ⣔⤫のⅬ᳨ࠖにࢤ

ᇶ࡙き手当て
������ࠕ�● Ვໟᐦ度᳨ฟࣜンクのㄪᩚࠖにᇶ࡙

きㄪᩚ
●�トラクタの࢜イࣝ⿵඘、ಟ理
●�᥋続し┤す

プラの交᥮࢝�●

ソ

ウ

サ

ボ

ッ

ク

ス

部

●�動作୙Ⰻ

� ブࢨーが㬆らない

●�㟁※がධࡗていない
ード㓄⥺୙Ⰻࢥ�●
ードษ᩿ࢥ�●
● ゅ度ࢭンࢧのㄪᩚ୙Ⰻ
●�トラクタのバッࣜࢸษれ
ᦆ◚ࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ�●

●�㟁※㹍㹌にする
●�㓄⥺࢙ࢳック
ード交᥮ࢥ�●
● ゅ度ࢭンࢧㄪᩚ
●�トラクタのバッࣜࢸ඘㟁、交᥮
交᥮、㞵㢼にあたらない所にࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ�●

ಖ管

●�作業୰ࠉ⾲♧

㒊にࠖ��ࠕがⅬ

⁛する

�（㛫Ḟ㡢�長ࣆー、

� （ーࣆ、ーࣆ

ームがษ᩿位置࢔ットのナイフࢿ ●

にある（ࣜࢭットされていない）
● ナイフࢭンࢧの᳨▱୙Ⰻ。（࢔ーム

が᭤がり、ࢭンࢧとのすき㛫がᗈい。

ࢿࢥ。の位置がずれているࢧンࢭ

クタが外れている。）
●�ナイフࢭンࢧや関㐃㒊に␗ᖖがあ

る。（ࢭンࢧがᨾ㞀している。᩿⥺

している。）

●�ナイフ࢔ームをࣜࢭットする。（ࠕ�����ナࠉ

イフ࢔ームのࢭットㄪᩚࠖを参照）
のㄪᩚࠖにᇶ࡙きㄪࢧンࢭナイフࠉ������ࠕ�●

ᩚ

● ナイフࢭンࢧの交᥮

、がᨾ㞀し、応ᛴⓗに作業する場合はࢧンࢭ）

ラーから᚟ᖐ࢚タンにより࣎ードษ᭰ࠖࣔࠕ

し、手動ࣔードにて作業を行ࡗてください。）

●�自動にならない

� 自動から手動に

ኚわる
●�作業ྍ㹊㹃㹂

� ୙Ⅼⅉ

● ‶஢ࢭンࢧの୙Ⰻ のㄪᩚࠖにᇶ࡙きㄪᩚࢧンࢭ஢‶�������ࠕ�●

ࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ ●

の࣎トム࢘ࢲン㹊

㹃㹂がⅬ⁛する
●�作業୰ブࢨー

が㬆り続ける

�（ 㛫 Ḟ 㡢ࠉ ▷

（ッࣆッࣆ

トムプレートに作≀や␗≀がᣳ࣎ ●

まり、࣎トムプレートが下がࡗて

いる
␗や関㐃㒊にࢧンࢭン࢘ࢲトム࣎ ●

ᖖがある。（ᨾ㞀している。位置が

ずれている。᩿⥺している。ࢿࢥ

クタが外れている。）

●�作≀や␗≀を取り㝖く

のㄪᩚࠖにᇶࢧンࢭトムプレート࣎�������ࠕ ●

࡙きㄪᩚ
が◚ᦆしている場合は交᥮ࢧンࢭ ●

●�‶஢ブࢨーが

㬆らない

ていないࡗの㟁※がධࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ ●
● ‶஢ࢭンࢧや関㐃㒊に␗ᖖがある

（ᨾ㞀している、位置がずれてい

る。᩿⥺している。ࢿࢥクタが外

れている。）
の◚ᦆࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ�●
交᥮᫬ࢧンࢭ஢‶、ࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ ●

に‶஢ࢭンࢧのึタᐃをしていない

●�㟁※を㹍㹌にする
のㄪᩚࠖにᇶ࡙きㄪᩚࢧンࢭ஢‶ࠉ������ࠕ ●
が◚ᦆしている場合は交᥮ࢧンࢭ ●

の交᥮ࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ ●
のㄪᩚࠖにᇶ࡙きㄪᩚࢧンࢭ஢‶ࠉ������ࠕ ●



- 53 -

⑕　　≧ ཎ　　　　　ᅉ ฎ　　　　　　置

ソ

ウ

サ

ボ

ッ

ク

ス

部

ࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ�●

の㟁※をᢞධ

ᚋ、作業ྍ㹊㹃

㹂、ᕳ付୰走行

⚗Ṇ㹊㹃㹂が交

஫にⅬ⁛し、⾲

♧㒊に ��㹼 ��

がⅬ⁛

●�記㘓್が㐺ษでない

�（ึᮇタᐃが㐺ษに行われなかࡗた）
●�ఱらかの原ᅉでึᮇタᐃ್がᾘኻ

した

●���（最ึの㟁※ᢞධ᫬）㸸

� を᪂たに㉎ධした際、ึᮇ໬ࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ

がなされていないので、一度㟁※をษると

ึᮇ໬される
●��ート㛢位置の୙Ⰻ）ࢤ�（
●���（‶஢位置の୙Ⰻ）㸸

� 下記手㡰でࢭンࢧ位置の記㘓を行う

のㄪᩚࠖࢧンࢭ஢‶ࠉ������ࠕ�

ࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ ●

の㟁※をᢞධ

ᚋ、⾲♧㒊に

がⅬ⁛すࠖ��ࠕ

る。

 （㛫Ḟ㡢�長ࣆー、

� （ーࣆ、ーࣆ

ードがṇ規に取り付けられていなࢥ�●

い（ࢿࢥクタ外れなど）
ードが᩿⥺しているࢥ�●

●�㹁㸿㹌ࢥントࣟーラのタᐃが␗なࡗ

ている
●�㹁㸿㹌ࢥントࣟーラが◚ᦆしている
が◚ᦆしているࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ�●

ードをṇ規に取り付けるࢥ�●

ードの交᥮ࢥ�●

をタᐃࢳイッࢫ㸵�㓄⥺ᅗࠖを参照し、⿬㠃ࠕ�●

する。
●�㹁㸿㹌ࢥントࣟーラを交᥮する
を交᥮するࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ�●

パ
ワ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
部

●�␗㡢のⓎ⏕ ●�⤥Ἔ୙Ⰻ

ているࡂイントゅ度がつき㐣ࣙࢪ�●
イン༦の取付᪉ྥがトࣙࢪー࣡ࣃ�●

ラクタと作業機ഃで㏫になࡗてい

る

安、ࢲイࣃࢫ、ᦾ動㒊（ࢫ࣓・ࢫ࢜）イプࣃ�●

全࢝バー取付㒊に⤥Ἔ
●�ࣟ ࣡ーࣜンク上限を規制する
、イントの㐃⤖ࠖを参照しࣙࢪー࣡ࣃ������ࠕ�●

ック࢙ࢳ

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ナ
イ
フ
部

ナࢢン࢕ࢸッ࢝�●

イフが外れない

●�レバーをษ᥮えていない

ているࡗ等がワま࣑ࢦ�●

��������ࠕ�● ナイフの取外しࠖをࢢン࢕ࢸッ࢝

参照
等の㝖ཤ࣑ࢦ�●

ナࢢン࢕ࢸッ࢝ ●

イフが上下しな

い

● トラクタ外㒊Ἔᅽ取りฟし࡬の᥋

続୙Ⰻ
ているࡗなどがワま࣑ࢦ ●
● Ἔᅽ⣔⤫の◚ᦆ・Ἔもれ

● トラクタἜᅽの୙ㄪ

●�᥋続しなおす

等の㝖ཤ࣑ࢦ ●
������ࠕ ● 作業機Ἔᅽ⣔⤫のⅬ᳨ࠖにᇶ࡙き手

当て
● トラクタの࢜イࣝ⿵඘、ಟ理

ネ
ッ
ト
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部

ットがࣟーラࢿ�●

にᕳき付く

ムࣟーラࢦてࡗが᭤がࣃクレーࢫ�●

とのࢫキ࣐がひࢁくなࡗている
●�ナイフ࢔ームがṇ規の位置にࢭッ

トされていないときにࢿットを⧞

ฟした

のㄪᩚࠖにᇶࣃクレーࢫ・ットࢿࠉ������ࠕ�●

࡙き、ࢫクレーࣃすきまをㄪᩚする
ームがṇ規の位置࢔ートを全㛤し、ナイフࢤ�●

にṆまるようにする

ットが⧞ฟさࢿ�●

れない

●�プーࣜと㹔ࣝ࣋トとの㛫でࣜࢫッ

プしている
の㟁※が㹍㹄㹄にࢫック࣎ࢧ࢘ࢯ�●

なࡗている

のㄪᩚࠖにᇶ࡙きࣃトッࢫトࣝ࣋�������㹔ࠕ�●

ㄪᩚ
����ࠕ�● 作業の要㡿ࠖを参⪃に作業してくださ

い

●�作業㏵୰で຾手

にࢿットが⧞ฟ

される

ࡗトでつれ回ࣝ࣋ムࣟーラが㹔ࢦ�●

ている
●�ブレーキ࢔ームがࢿットࣟーࣝを

ᢲさえていない
ー࣋ットがࢿ、ットのษ᩿がᝏくࢿ ●

ࣝに引き㎸まれている

のㄪᩚࠖにᇶ࡙きࣃトッࢫトࣝ࣋�������㹔ࠕ�●

ㄪᩚ
ットࣟーࣝの⿦╔ࠖにᇶ࡙きㄪᩚࢿ������ࠕ�●

ャバーのㄪᩚࠖにᇶ࡙きࢩ�������ナイフとࠕ�●

ㄪᩚ
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ネ
ッ
ト
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部

ットがษれなࢿ�●

い

●�ナイフ又はࢩャバーがᦶ⪖・◚ᦆ

している
●�ナイフとࢩャバーの㛫にࢫキ࣐が

ある
●�ナイフ࢔ームがṇ規の位置にと

まࡗていない

●�㒊ရ⾲を参⪃に交᥮又は⿬㏉して෌取付する

�������ࠕ�● ナイフとࢩャバーのㄪᩚࠖにᇶ࡙き

ㄪᩚ
�����ࠕ�●�ナイフ࢔ームのࢭットㄪᩚࠖにᇶ࡙き

ㄪᩚ

ーࣝ࣋ットがࢿ�●

୰ኸによる

●�ブレーキ࢔ームがࢿットࣟーࣝを

ᢲさえていない
●�トラクタの㹎㹒㹍回転速度が速い
がᙉすࢢプࣜンࢫットブレーキࢿ ●

るࡂ

ットࣟーࣝの⿦╔ࠖにᇶ࡙きฎ置ࢿ������ࠕ�●

●�㹎㹒㹍回転速度を㸱㸳㸮㹼㸳㸮㸮USPにする
のㄪᩚࠖࢢプࣜンࢫットブレーキࢿࠉ������ࠕ�●

にᇶ࡙きㄪᩚ

そ
の
他
の
電
装

●�動作୙Ⰻ ⥺ードの᩿ࢥ�●
●�被その◚れ
●�バッࣜࢸーのᐜ量୙㊊

●�㟁※ࢥードの᥋続୙Ⰻ

ード交᥮ࢥ�●
ード交᥮ࢥ�●
●�バッࣜࢸーがᙅࡗている場合は඘㟁または
交᥮

●�☜ᐇに᥋続し、➃Ꮚがຎ໬している場合は
᪂しい㟁※ࢥードに交᥮

原ᅗやฎ置の௙᪉がわからない場合は下記஦㡯とともに㉎ධඛにご相談ください。

�㸯��製ရྡ

�㸰��㒊ရ౪⤥型式（型式）

�㸱��製ရ番号

�㸲��ᨾ㞀ෆᐜ（できるだけ詳しく）
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７　配　　線　　図

電源入力コード

9 白 POWER-12V 白 バッテリ電源＋

8 黒 POWER-GND 黒 バッテリ電源-

1 5 6 134545 コード；５０００

2 6 5

7 2

3 8 3

4 9 1

4

162271 ソウサボックスＣＰ；ネット 146813 コード；ソウサボックス

トラクタ

ロールベーラ本体

DIP-SW設定(裏面）

↑ON

本機前方左

制御ボックス
1 2 3 4

（ＣＡＮコントローラ）

CN3 CN2 CN1

レバーSW（裏面）

外側→

上

下 1 青 ECU-GND

2 緑 CAN-L

1 2 3 3 茶 ECU-12V

4 5 6 4 黒 POWER-GND

5 黄 CAN-H

6 赤 POWER-12V

操作ボックスと制御ボックスとの配線図（ＣＡＮバスネットワーク）

CCAANNババススラライインン解解説説
赤：POWER－１２V 電源入力コードのバッテリ電源（＋）側と直結されているライン
黒：POWER－GND 電源入力コードのバッテリ電源（－）側と直結されているライン
茶：ECU－１２V ソウサボックスの電源ＯＮ時に１２Vが給電されるライン
青：ECU－GND 電源入力コードのバッテリ（－）側からソウサボックス内で分岐しているライン
黄：CAN－H CAN通信の信号ライン
緑：CAN－L CAN通信の信号ライン

※CANコントローラを交換する場合は、裏面のＩＤ設定ＳＷ・センサー切替えSWを必ず確認してください。
本図の各SWは裏面から見た図となっています。
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本機前方左

制御ボックス

（ＣＡＮコントローラ） 162274  コード；セイギョボックス

CN3 16 白 白 2

1 Y5 Y4 9 9 Y4 Y5 1 13 赤 赤 3

14 黒 黒 1

Y3 Y2 Y2 Y3

Y1 Y0 Y0 Y1 白 1

15 赤 赤 2

G G G G 黒 3

爪 爪

X2 X3 X3 X2

3 白 白

0V 0V 0V 0V 11 黒 黒

X1 X0 X0 X1

8 +V +V 16 16 +V +V 8

2 白 白

10 黒 黒

6 黒 黒 1

7 赤 赤 2

8 白 白 3

1

2

3

制御ボックスと入出力機器との配線図

112209
カクドセンサ

（満了・ゲート開度）

146818
キンセツスイッチ；

ＡＰＳ４－１２Ｓ－Ｅ

（ボトムプレート定状位置）

143141
キンセツスイッチ

（結束装置定状位置）

146810
リレーユニットＣＰ

152889
デンドウモータ

（ネット駆動）

146896
デンドウポンプ

（給油）

2 1

3

3 1

2

3 2 1
6 5 4
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トラクタ

灯火器コネクタ

（日農工 CN8P） 162277  コード；トウカキ

1 黒 黒 1

5 4 6 黄 黄 2

6 3 黒 1

爪 黄 2

7 2

8 1 黒 3

黄 1

4 赤 赤 2

3 緑 緑 4

黒 3

黄 1

赤 2

5 白 白 4

黒 1

7 茶 茶 2

160403　ヘンカンハーネス

1 緑 緑 3 4 5

6 赤 赤 4

5 黄 黄 6 3 6

3 黒 黒 1

2 茶 茶 7 2 7

4 白 白 5

1 8

オプション

トラクタと灯火器との配線図

160368
ポジションライト；２ＰＧ

（車幅灯）

2

1
2

1

1

2

4

3

1

2

4

3

160134
リヤランプ；カク

（尾灯類）

160135
バックランプ；カク

（後退灯）

2

1

左

右

左

右

トラクタ へ 作業機 へ

日農工標準規格⇒ＤＩＮ規格変換ハーネス
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機機械械ユユーーザザーーにによよるる保保護護方方策策がが必必要要なな残残留留リリススクク情情報報
製品型式：「TCR3122　」
製品名称：「 大型ロールベーラ　」

本本資資料料ににつついいてて
必ず取扱い説明書をよく読み、理解してから本製品を使用してください。
本資料は取扱説明書に付随する参考資料であり、本資料の内容を理解しただけで
本製品を使用してはならないので注意してください。

残留リスク情報とは改正労働安全衛生規則第24条の13及びその通知を促進するための指針
（平成24 年厚生労働省告示第132 号「機械譲渡者等が行う機械に関する危険性等の通知の促進に
関する指針」）に基づき作成した資料です。
本資料は本製品の使用者がリスクアセスメントを行う上で必要な資料となります。
本製品を使用する前に必ず本資料を確認し、機械の使用者がリスクアセスメントを行い、
必要な安全防護策を実施してください。

本製品を販売、譲渡する人は必ず本資料を取扱説明書と共に販売、譲渡した人に渡してください。
もし本資料を紛失した場合は本製品を購入した販売店までお問い合わせください。

次項からの「危害の程度」「残留リスク」は、以下の定義に従って分類し記載しています。
危険　保護方策を実施しなかった場合、死亡または重傷を負うことになる内容
警告　保護方策を実施しなかった場合、死亡または重傷を負う危険性がある内容
注意　保護方策を実施しなかった場合、ケガを負うおそれがある内容

MD-L9001-様式3

2020年2月1日
株式会社ＩＨＩアグリテック

機機械械をを使使用用すするる前前にに必必ずず本本資資料料をを読読んんででくくだだささいい。。



- 59 -

機機械械ユユーーザザーーにによよるる保保護護方方策策がが必必要要なな残残留留リリススクク一一覧覧　　
（略称：残留リスク一覧表）

※1 「機械上の箇所」として示されている記号は、本製品の「残留リスクマップ」に記載されている
機械上の箇所の記号です。機械上の具体的な箇所については、「残留リスクマップ」を参照してください。

No.
運用
段階

作業
作業に必要な

資格・教育

機械上
の箇所

※1

危害の
程度

危害の内容
機械ユーザーが

実施する保護方策

1 移動
圃場間
移動

- A 　　危険

傾斜している道や側
溝に転落し、トラク
ターキャビンに頭部を
強打する。またトラク
ターから投げ出されて
全身を強打する。

・急な傾斜面を走行
　しない
・路肩を走行しない

2
移動
使用

後方移動 - B 　　危険

作業機を後方移動さ
せた際、後方にいた
人が障害物に挟まれ
る

・後方移動時は周囲
　の安全確認を必ず
　実施する
・周囲に人を近づけない
・後方灯火を点灯させる

3

準備
試運転
使用
保守

・作業に異常
  があった
  場合の処置
・整備
・清掃

- C 　　危険
回転しているローラに
接触し巻き込まれる

・周囲に人を近づけないこと
・必ずPTO、トラクタエンジン
　を停止させ回転が停止した
　のを確認し作業すること

4

準備
試運転
使用
保守

・作業に異常
  があった
  場合の処置
・整備
・清掃

- D 　　危険
回転しているピック
アップ、ロータに接触
し巻き込まれる

・周囲に人を近づけないこと
・必ずPTO、トラクタエンジン
　を停止させ回転が停止した
　のを確認し作業すること
・ピックアップへの飼料の
　手供給は行わないこと

5

6

7

8

9

10
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機機械械ユユーーザザーーにによよるる保保護護方方策策がが必必要要なな残残留留リリススククママッッププ　　
（略称：残留リスクマップ）

図中に示されている番号は、本製品の「残留リスク一覧表」に記載されている、当該箇所に関連する
保護方策の番号です。各々の残留リスクの詳細については、「残留リスク一覧表」を参照してください。





調　整 㹑－２１０２２４㸿

千 歳 本 社 066-8555 ༓ ṓ ᕷ ୖ 長 㒔 １ ０ 㸴 １ 番 ᆅ ２
 TE L  0123-26-1123
 F A X  0123-26-2412

千 歳 営 業 所 066-8555 ༓ ṓ ᕷ ୖ 長 㒔 １ ０ 㸴 １ 番 ᆅ ２
 TE L  0123-22-5131
 F A X  0123-26-2035

豊 富 営 業 所 098-4100 ኳሷ㒆㇏ᐩ⏫Ꮠୖサࣟ１１ࢶ࣋㸷１番ᆅ４４
 TE L  0162-82-1932
 F A X  0162-82-1696

帯 広 営 業 所 080-2462 ᖏ ᗈ ᕷ す ２ ２ ᮲ ໭ １ ୎ ┠ １ ２ 番 ᆅ ４
 TE L  0155-37 -3080
 F A X  0155-37 -5187

中標津営業所 086-1152 ᶆ ὠ 㒆 ୰ ᶆ ὠ ⏫ ໭ ⏫ ２ ୎ ┠ １ 㸴 番 ２
 TE L  0153-7 2-2624
 F A X  0153-7 3-2540

花 巻 営 業 所 028-317 2 ᒾᡭ┴ⰼᕳᕷ▼㫽㇂⏫໭ᑎᯘ➨１１ᆅ๭１２０番３
 TE L  0198-46-1311
 F A X  0198-45-5999

仙 台 営 業 所 984-0032 ᐑᇛ┴௝台ᕷⱝᯘ༊Ⲩ஭５୎┠２１－１
 TE L  022-353-6039
 F A X  022-353-6040

小 山 営 業 所 323-0158 ᰣ ᮌ ┴ 小 ᒣ ᕷ ᱱ ２ ５ １ ２ － １
 TE L  0285-49-1500
 F A X  0285-49-1560

東 海 営 業 所 485-0081 ឡ ▱ ┴ 小 ∾ ᕷ ᶓ ෆ Ꮠ ❧ 㔝 㸴 ７ ８ － １
 TE L  0568-7 5-3561
 F A X  0568-7 5-3563

岡 山 営 業 所 7 00-097 3 ᒸᒣ┴ᒸᒣᕷ໭༊ୗ୰㔝７０４－１０３
 TE L  086-243-1147
 F A X  086-243-1269

熊 本 営 業 所 861-8030 ⇃ ᮏ ┴ ⇃ ᮏ ᕷ ᮾ ༊ 小 ᒣ ⏫ １ 㸴 ３ 㸷 － １
 TE L  096-389-6650
 F A X  096-389-67 10

都 城 営 業 所 885-1202 ᐑᓮ┴㒔ᇛᕷ高ᇛ⏫✑‶ᆓ１００３－２
 TE L  0986-53-2222
 F A X  0986-53-2233

㸿ۑࠉ㸬㸮㸱㸬㸮㸰㸬㸯㹑ۼ




